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算
数

・
数

学
に

お
け

る
問

題
発

見
･解

決
の

過
程

と
育

成
を

目
指

す
資

質
・

能
力

Ｅ
数
学
的
な
表
現
を
用
い
て
、
人
々
と
交
流
し
合
う
こ
と
に
つ
い
て

○
数
学
的
な
表
現
を
用
い
た
説
明
を
理
解
し
た
り
評
価
し
た
り
す
る
力

○
目
的
に
応
じ
て
、
自
分
の
考
え
な
ど
を
数
学
的
な
表
現
を
用
い
て
説
明
す
る
力

Ｄ
２
解
決
過
程
を
振
り
返
る
な
ど
し
て
概
念
を
形
成
し
た
り
、

体
系
化
し
た
り
す
る
こ
と
に
つ
い
て

○
数
学
的
な
見
方
・
考
え
方
の
よ
さ
を
見
い
だ
す
力

○
得
ら
れ
た
結
果
を
基
に
批
判
的
に
検
討
し
、
体
系
的
に

組
み
立
て
て
い
く
力

○
見
い
だ
し
た
事
柄
を
既
習
の
知
識
と
結
び
つ
け
、
概
念

を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
力

○
統
合
的
・
発
展
的
に
考
え
る
力

Ａ
１
日
常
生
活
や
社
会
の
問
題
を
数
理
的
に
捉

え
る
こ
と
に
つ
い
て

○
事
象
の
数
量
等
に
着
目
し
て
数
学
的
な
問
題

を
見
い
だ
す
力

○
事
象
の
特
徴
を
捉
え
て
数
学
的
な
表
現
を
用

い
て
表
現
す
る
力
（
事
象
を
数
学
化
す
る
力
）

表 現思 考 ・ 判 断

日
常
生
活
や
社
会
の
事
象
を
数
理
的
に
捉
え
、

数
学
的
に
処
理
し
、
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

※
こ
れ
ら
の
力
は
必
ず
し
も

こ
の
位
置
の
み
に
位
置
づ
く

わ
け
で
は
な
い

数
学
の
事
象
に
つ
い
て
統
合
的
･発
展
的
に
考
え
、

問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
常
生
活
や

社
会
の
事
象

数
学
的
に
表
現
し
た
問
題

焦
点
化
し
た
問
題

結
果

Ｃ
焦
点
化
し
た
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
に
つ
い
て

○
目
的
に
応
じ
て
数
・
式
、
図
、
表
、
グ
ラ
フ
な
ど
を
活
用
し
、

一
定
の
手
順
に
し
た
が
っ
て
数
学
的
に
処
理
す
る
力

○
数
学
的
な
見
方
・
考
え
方
を
基
に
、
的
確
か
つ
能
率
的
に

処
理
す
る
力

○
論
理
的
に
推
論
す
る
力
（
帰
納
、
類
推
、
演
繹
）

Ｂ
数
学
を
活
用
し
た
問
題
解
決
に
向
け
て
、
構
想
・
見
通
し
を

立
て
る
こ
と
に
つ
い
て

○
数
学
的
な
問
題
の
本
質
を
見
い
だ
す
力
（
洞
察
力
）

○
数
学
的
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
見
通
し
を
立
て
る
力

（
構
想
力
）

Ａ
２
数
学
の
事
象
に
お
け
る
問
題
を
数
学
的
に
捉
え
る
こ

と
に
つ
い
て

○
数
学
の
事
象
か
ら
問
題
を
見
い
だ
す
力

○
事
象
の
特
徴
を
捉
え
、
数
学
化
す
る
力

○
得
ら
れ
た
結
果
を
基
に
拡
張
・
一
般
化
す
る
力

Ｄ
１
解
決
過
程
を
振
り
返
り
、
得
ら
れ
た
結
果
を

意
味
づ
け
た
り
、
活
用
し
た
り
す
る
こ
と
に
つ
い
て

○
得
ら
れ
た
結
果
を
元
の
事
象
に
戻
し
て
そ
の

意
味
を
考
え
る
力

○
様
々
な
事
象
に
活
用
す
る
力

人 間 性

Ｆ
学
習
に
向
か
う
力
、
態
度
に
つ
い
て

○
過
程
や
結
果
を
吟
味
し
、
評
価
・
改
善
す
る
態
度

○
多
面
的
に
考
え
、
粘
り
強
く
問
題
の
発
見
や
解
決
に
取
り
組
む
態
度

数
学
の
事
象

事
象
を
数
理
的
に
捉
え
、
数
学
の
問
題
を
見
い
だ
し
、
問
題
を
自
立
的
、
協
働
的
に
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

算
数
・
数
学
の
学
習
過
程
の
イ
メ
ー
ジ

1
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部
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回
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改
善
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必
要
な
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に
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い
て（
答
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2
 新

旧
項

目
対

照
表

四
分
位
範
囲
，
四
分
位
偏
差
，

箱
ひ
げ
図

中
学

校
へ

の
移

行
内

容
現

 行
 課

 程
新

　
課

　
程

削
除

さ
れ

る
内

容

数
学
Ⅰ
（
３
単
位
，
２
単
位
ま
で
減
可
）

　
数
と
式

　
図
形
と
計
量
（
三
角
比
）

　
二
次
関
数

　
デ
ー
タ
の
分
析

数
学
A
（
２
単
位
分
選
択
）

　
場
合
の
数
と
確
率

　
整
数
の
性
質

　
図
形
の
性
質

数
学
Ⅱ
（
４
単
位
）

　
い
ろ
い
ろ
な
式

　
図
形
と
方
程
式

　
指
数
関
数
・
対
数
関
数

　
三
角
関
数

　
微
分
・
積
分
の
考
え

数
学
B
（
２
単
位
分
選
択
）

　
確
率
分
布
と
統
計
的
な
推
測

　
数
列

　
ベ
ク
ト
ル

数
学
Ⅲ
（
５
単
位
）

　
平
面
上
の
曲
線
と
複
素
数
平
面

　
極
限

　
微
分
法
　

　
積
分
法

数
学
活
用
（
２
単
位
）

　
数
学
と
人
間
の
活
動

　
社
会
生
活
に
お
け
る
数
理
的
な
考
察

数
学
Ⅰ
（
３
単
位
，
２
単
位
ま
で
減
可
）

　
数
と
式

　
図
形
と
計
量
（
三
角
比
）

　
二
次
関
数

　
デ
ー
タ
の
分
析

数
学
A
（
２
単
位
分
選
択
）

　
図
形
の
性
質

　
場
合
の
数
と
確
率

　
数
学
と
人
間
の
活
動

数
学
Ⅱ
（
４
単
位
）

　
い
ろ
い
ろ
な
式

　
図
形
と
方
程
式

　
指
数
関
数
・
対
数
関
数

　
三
角
関
数

　
微
分
・
積
分
の
考
え

数
学
B
（
２
単
位
分
選
択
）

　
数
列

　
統
計
的
な
推
測

　
数
学
と
社
会
生
活

数
学
Ⅲ
（
３
単
位
）

　
極
限

　
微
分
法
　

　
積
分
法

数
学
C
（
２
単
位
分
選
択
）

　
ベ
ク
ト
ル

　
平
面
上
の
曲
線
と
複
素
数
平
面

　
数
学
的
な
表
現
の
工
夫

　
�素
因
数
分
解
を
用
い
た
公
約

数
や
公
倍
数
の
求
め
方
，
二

元
一
次
不
定
方
程
式
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4 各科目の内容改訂の要点

3 各科目の履修形態

中  

学  

校  

数  

学

数学Ⅰ
３単位

（２単位に減じることができる）

①数と式
②図形と計量（三角比）
③二次関数
④データの分析

数学Ⅱ
４単位

①いろいろな式
②図形と方程式
③指数関数・対数関数
④三角関数
⑤微分・積分の考え

数学Ⅲ
３単位

①極限
②微分法
③積分法

数学C
２単位分選択

①ベクトル
②平面上の曲線と複素数平面
③数学的な表現の工夫

数学B
２単位分選択

①数列
②統計的な推測
③数学と社会生活

数学A
２単位分選択

①図形の性質
②場合の数と確率
③数学と人間の活動

並行 or

は必履修科目

履修順

並行履修

● 「数学Ⅱ」，「数学Ⅲ」を履修させる場合は，「数学Ⅰ」，「数学Ⅱ」，「数学Ⅲ」
の順に履修させることを原則とすること。

● 「数学 A」については，「数学Ⅰ」と並行してあるいは「数学Ⅰ」を履修した
後に履修させ，「数学 B」及び「数学 C」については，「数学Ⅰ」を履修した
後に履修させることを原則とすること。

● 各科目を履修させるに当たっては，当該科目や数学科に属する他の科目の内
容及び理科，家庭科，情報科，理数科等の内容を踏まえ，相互の関連を図る
とともに，学習内容の系統性に留意すること。

原
則
と
し
て
内
容
の
す
べ
て
を
履
修
さ
せ
る
科
目

数学Ⅰ

3単位
（2単位に
減じること
ができる）

①数と式 ・ 「整数の性質」から「分数が有限小数や循環小数で表される仕組
み」が移行。

②図形と計量（三角比） ・ 正弦定理や余弦定理について「三角形の決定条件や三平方の定
理と関連付けること」を追加。

③二次関数 ・ 「コンピュータなどの情報機器を用いてグラフをかくこと」を追
加。

④データの分析 ・ 「四分位範囲，四分位偏差，箱ひげ図」は中学校に移行。
・ 「コンピュータなどの情報機器を利用したデータの整理，基本
的な統計量を求めること」を追加。
・ 「仮説検定の考え方を理解すること」を追加。
・ 「二つのデータの相関を扱うこと」から「複数の種類のデータを
分析し，傾向を把握して事象の特徴を表現すること」に変更。
・ 「主張の妥当性について，実験などを通して判断したり，批判
的に考察すること」を追加。
・［用語・記号］に「外れ値」を追加。

〔課題学習〕
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原
則
と
し
て
内
容
の
す
べ
て
を
履
修
さ
せ
る
科
目

数学Ⅱ

４単位

①いろいろな式 ・［用語・記号］に「二項定理」を追加。

②図形と方程式 ・ 「コンピュータなどの情報機器を用いて軌跡や不等式の表す領
域を座標平面上に表し，問題解決に活用すること」を追加。

③指数関数・対数関数 ・「指数と対数を相互に関連付けて考察すること」を追加。
・［用語・記号］に「常用対数」を追加。

④三角関数

⑤微分・積分の考え

・新たに〔課題学習〕を導入。

数学Ⅲ

３単位

①極限 ・ 「コンピュータなどの情報機器を用いて極限を調べるなどして，
問題を解決すること」を追加。

②微分法 ・「微分可能性について理解すること」を追加。
・ 「導関数の定義に基づき，三角関数，指数関数及び対数関数の
導関数を考察すること」を追加。
・［用語・記号］から「第二次導関数」を削除。

③積分法

・新たに〔課題学習〕を導入。

内
容
を
選
択
し
て
履
修
さ
せ
る
科
目

数学A

２単位

①図形の性質 ・ 「コンピュータなどの情報機器を用いて図形を表すなどして，
図形の性質や作図について統合的・発展的に考察すること」を
追加。

②場合の数と確率 ・ 「期待値を求めたり，意思決定に活用したりすること」を追加。

③数学と人間の活動 ・ 新設（数学活用より移行）。
・ 整数の約数や倍数，ユークリッドの互除法や二進法，平面や空
間において点の位置を表す座標の考え方などについても扱う。

・ ①～③から適宜選択して履修。
・ 〔課題学習〕が削除。

数学B

２単位

①数列

②統計的な推測 ・ 「正規分布を用いた仮説検定の方法を理解すること」を追加。
・ 「標本調査を設計し，収集したデータを基にコンピュータなど
の情報機器を用いて処理するなどして，母集団の特徴や傾向を
推測し判断するとともに，標本調査の方法や結果を批判的に考
察すること」を追加。
・ ［用語・記号］に「信頼区間」，「有意水準」を追加。

③数学と社会生活 ・ 新設（数学活用より移行）。
・ 「散布図に表したデータを関数とみなして処理すること」も扱う。

・①～③から適宜選択して履修。

数学C

２単位

①ベクトル ・数学 Bより移行。

②平面上の曲線と複素数平面 ・ 数学Ⅲより移行。
・ 「複素数平面における図形の移動などと関連付けて，複素数の
演算や累乗根などの意味を考察すること」を追加。

③数学的な表現の工夫 ・ 新設（数学活用より移行）。

・ ①～③から適宜選択して履修。
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5
 高

等
学

校
学

習
指

導
要

領
／

第
2

章
　

各
学

科
に

共
通

す
る

各
教

科
／

第
4

節
　

数
　

学
　

第
１
款
　
目
　
標

　
数
学
的
な
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
，
数
学
的
活
動
を
通
し
て
，
数
学
的
に
考
え
る
資
質
・
能
力
を
次
の
と
お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

　
⑴
　
数
学
に
お
け
る
基
本
的
な
概
念
や
原
理
・
法
則
を
体
系
的
に
理
解
す
る
と
と
も
に
，
事
象
を
数
学
化
し
た
り
，
数
学
的
に
解
釈
し
た
り
，
数
学
的
に
表
現
・
処
理
し
た
り
す
る
技
能
を
身
に
付
け
る
よ
う
に
す
る
。

　
⑵
　
数
学
を
活
用
し
て
事
象
を
論
理
的
に
考
察
す
る
力
，
事
象
の
本
質
や
他
の
事
象
と
の
関
係
を
認
識
し
統
合
的
・
発
展
的
に
考
察
す
る
力
，
数
学
的
な
表
現
を
用
い
て
事
象
を
簡
潔
・
明
瞭
・
的
確
に
表
現
す
る
力
を
養
う
。

　
⑶

 　
数
学
の
よ
さ
を
認
識
し
積
極
的
に
数
学
を
活
用
し
よ
う
と
す
る
態
度
，
粘
り
強
く
考
え
数
学
的
論
拠
に
基
づ
い
て
判
断
し
よ
う
と
す
る
態
度
，
問
題
解
決
の
過
程
を
振
り
返
っ
て
考
察
を
深
め
た
り
，
評
価
・
改
善
し
た
り
し
よ
う
と

す
る
態
度
や
創
造
性
の
基
礎
を
養
う
。

第
２
款
　
各
教
科

数
学
Ⅰ

１
　
目
　
標

　
数
学
的
な
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
，
数
学
的
活
動
を
通
し
て
，
数
学
的
に
考
え
る

資
質
・
能
力
を
次
の
と
お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

　
⑴

 　
数
と
式
，
図
形
と
計
量
，
二
次
関
数
及
び
デ
ー
タ
の
分
析
に
つ
い
て
の
基
本
的

な
概
念
や
原
理
・
法
則
を
体
系
的
に
理
解
す
る
と
と
も
に
，
事
象
を
数
学
化
し
た

り
，
数
学
的
に
解
釈
し
た
り
，
数
学
的
に
表
現
・
処
理
し
た
り
す
る
技
能
を
身
に

付
け
る
よ
う
に
す
る
。

　
⑵

 　
命
題
の
条
件
や
結
論
に
着
目
し
，
数
や
式
を
多
面
的
に
み
た
り
目
的
に
応
じ
て

適
切
に
変
形
し
た
り
す
る
力
，
図
形
の
構
成
要
素
間
の
関
係
に
着
目
し
，
図
形
の

性
質
や
計
量
に
つ
い
て
論
理
的
に
考
察
し
表
現
す
る
力
，
関
数
関
係
に
着
目
し
，

事
象
を
的
確
に
表
現
し
て
そ
の
特
徴
を
表
，
式
，
グ
ラ
フ
を
相
互
に
関
連
付
け
て

考
察
す
る
力
，
社
会
の
事
象
な
ど
か
ら
設
定
し
た
問
題
に
つ
い
て
，
デ
ー
タ
の
散

ら
ば
り
や
変
量
間
の
関
係
な
ど
に
着
目
し
，
適
切
な
手
法
を
選
択
し
て
分
析
を
行

い
，
問
題
を
解
決
し
た
り
，
解
決
の
過
程
や
結
果
を
批
判
的
に
考
察
し
判
断
し
た

り
す
る
力
を
養
う
。

　
⑶

 　
数
学
の
よ
さ
を
認
識
し
数
学
を
活
用
し
よ
う
と
す
る
態
度
，
粘
り
強
く
考
え
数

学
的
論
拠
に
基
づ
い
て
判
断
し
よ
う
と
す
る
態
度
，
問
題
解
決
の
過
程
を
振
り

返
っ
て
考
察
を
深
め
た
り
，
評
価
・
改
善
し
た
り
し
よ
う
と
す
る
態
度
や
創
造
性

の
基
礎
を
養
う
。

２
　
内
　
容

⑴
 　
数
と
式

　
 　
数
と
式
に
つ
い
て
，
数
学
的
活
動
を
通
し
て
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

　
ア
　
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
数
を
実
数
ま
で
拡
張
す
る
意
義
を
理
解
し
，
簡
単
な
無
理
数
の
四
則
計
算
を

す
る
こ
と
。

　
　
イ

 　
集
合
と
命
題
に
関
す
る
基
本
的
な
概
念
を
理
解
す
る
こ
と
。

　
　
ウ

 　
二
次
の
乗
法
公
式
及
び
因
数
分
解
の
公
式
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
。

　
　
エ

 　
不
等
式
の
解
の
意
味
や
不
等
式
の
性
質
に
つ
い
て
理
解
し
，
一
次
不
等
式
の

解
を
求
め
る
こ
と
。

　
イ
　
次
の
よ
う
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
集
合
の
考
え
を
用
い
て
論
理
的
に
考
察
し
，簡
単
な
命
題
を
証
明
す
る
こ
と
。

　
　
イ

 　
問
題
を
解
決
す
る
際
に
，
既
に
学
習
し
た
計
算
の
方
法
と
関
連
付
け
て
，
式

を
多
面
的
に
捉
え
た
り
目
的
に
応
じ
て
適
切
に
変
形
し
た
り
す
る
こ
と
。

　
　
ウ

 　
不
等
式
の
性
質
を
基
に
一
次
不
等
式
を
解
く
方
法
を
考
察
す
る
こ
と
。

　
　
エ

 　
日
常
の
事
象
や
社
会
の
事
象
な
ど
を
数
学
的
に
捉
え
，
一
次
不
等
式
を
問
題

解
決
に
活
用
す
る
こ
と
。

⑵
　
図
形
と
計
量

　
 　
図
形
と
計
量
に
つ
い
て
，
数
学
的
活
動
を
通
し
て
，
そ
の
有
用
性
を
認
識
す
る
と

と
も
に
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

　
ア
　
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
鋭
角
の
三
角
比
の
意
味
と
相
互
関
係
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

　
　
イ

 　
三
角
比
を
鈍
角
ま
で
拡
張
す
る
意
義
を
理
解
し
，
鋭
角
の
三
角
比
の
値
を
用

い
て
鈍
角
の
三
角
比
の
値
を
求
め
る
方
法
を
理
解
す
る
こ
と
。

　
　
ウ

 　
正
弦
定
理
や
余
弦
定
理
に
つ
い
て
三
角
形
の
決
定
条
件
や
三
平
方
の
定
理
と

関
連
付
け
て
理
解
し
，
三
角
形
の
辺
の
長
さ
や
角
の
大
き
さ
な
ど
を
求
め
る
こ

と
。

　
イ
　
次
の
よ
う
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
図
形
の
構
成
要
素
間
の
関
係
を
三
角
比
を
用
い
て
表
現
す
る
と
と
も
に
，
定

理
や
公
式
と
し
て
導
く
こ
と
。

　
　
イ

 　
図
形
の
構
成
要
素
間
の
関
係
に
着
目
し
，
日
常
の
事
象
や
社
会
の
事
象
な
ど

を
数
学
的
に
捉
え
，
問
題
を
解
決
し
た
り
，
解
決
の
過
程
を
振
り
返
っ
て
事
象

の
数
学
的
な
特
徴
や
他
の
事
象
と
の
関
係
を
考
察
し
た
り
す
る
こ
と
。

［
用
語
・
記
号
］　
正
弦
，

sin
，
余
弦
，

co
s，
正
接
，

ta
n

⑶
　
二
次
関
数

　
 　
二
次
関
数
に
つ
い
て
，
数
学
的
活
動
を
通
し
て
，
そ
の
有
用
性
を
認
識
す
る
と
と

も
に
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

　
ア
　
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
二
次
関
数
の
値
の
変
化
や
グ
ラ
フ
の
特
徴
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

　
　
イ

 　
二
次
関
数
の
最
大
値
や
最
小
値
を
求
め
る
こ
と
。

　
　
ウ

 　
二
次
方
程
式
の
解
と
二
次
関
数
の
グ
ラ
フ
と
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ

と
。
ま
た
，
二
次
不
等
式
の
解
と
二
次
関
数
の
グ
ラ
フ
と
の
関
係
に
つ
い
て
理

解
し
，
二
次
関
数
の
グ
ラ
フ
を
用
い
て
二
次
不
等
式
の
解
を
求
め
る
こ
と
。

　
イ
　
次
の
よ
う
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
二
次
関
数
の
式
と
グ
ラ
フ
と
の
関
係
に
つ
い
て
，
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
の
情

報
機
器
を
用
い
て
グ
ラ
フ
を
か
く
な
ど
し
て
多
面
的
に
考
察
す
る
こ
と
。

　
　
イ

 　
二
つ
の
数
量
の
関
係
に
着
目
し
，
日
常
の
事
象
や
社
会
の
事
象
な
ど
を
数
学

的
に
捉
え
，
問
題
を
解
決
し
た
り
，
解
決
の
過
程
を
振
り
返
っ
て
事
象
の
数
学

的
な
特
徴
や
他
の
事
象
と
の
関
係
を
考
察
し
た
り
す
る
こ
と
。

⑷
　
デ
ー
タ
の
分
析

　
 　
デ
ー
タ
の
分
析
に
つ
い
て
，
数
学
的
活
動
を
通
し
て
，
そ
の
有
用
性
を
認
識
す
る

と
と
も
に
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

　
ア
　
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
分
散
，
標
準
偏
差
，
散
布
図
及
び
相
関
係
数
の
意
味
や
そ
の
用
い
方
を
理
解

す
る
こ
と
。

　
　
イ

 　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
の
情
報
機
器
を
用
い
る
な
ど
し
て
，
デ
ー
タ
を
表
や
グ

ラ
フ
に
整
理
し
た
り
，
分
散
や
標
準
偏
差
な
ど
の
基
本
的
な
統
計
量
を
求
め
た

り
す
る
こ
と
。

　
　
ウ

 　
具
体
的
な
事
象
に
お
い
て
仮
説
検
定
の
考
え
方
を
理
解
す
る
こ
と
。

　
イ
　
次
の
よ
う
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
デ
ー
タ
の
散
ら
ば
り
具
合
や
傾
向
を
数
値
化
す
る
方
法
を
考
察
す
る
こ
と
。

　
　
イ

 　
目
的
に
応
じ
て
複
数
の
種
類
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
，
適
切
な
統
計
量
や
グ
ラ

フ
，
手
法
な
ど
を
選
択
し
て
分
析
を
行
い
，
デ
ー
タ
の
傾
向
を
把
握
し
て
事
象

の
特
徴
を
表
現
す
る
こ
と
。

　
　
ウ

 　
不
確
実
な
事
象
の
起
こ
り
や
す
さ
に
着
目
し
，
主
張
の
妥
当
性
に
つ
い
て
，

実
験
な
ど
を
通
し
て
判
断
し
た
り
，
批
判
的
に
考
察
し
た
り
す
る
こ
と
。

［
用
語
・
記
号
］　
外
れ
値

〔
課
題
学
習
〕

 　
⑴
か
ら
⑷
ま
で
の
内
容
又
は
そ
れ
ら
を
相
互
に
関
連
付
け
た
内
容
を
生
活
と
関
連
付

け
た
り
発
展
さ
せ
た
り
す
る
な
ど
し
た
課
題
を
設
け
，生
徒
の
主
体
的
な
学
習
を
促
し
，

数
学
の
よ
さ
を
認
識
さ
せ
，
学
習
意
欲
を
含
め
た
数
学
的
に
考
え
る
資
質
・
能
力
を
高

め
る
よ
う
に
す
る
。

３
　
内
容
の
取
扱
い

⑴
 　
内
容
の
⑴
か
ら
⑷
ま
で
に
つ
い
て
は
，
中
学
校
数
学
科
と
の
関
連
を
十
分
に
考
慮

す
る
も
の
と
す
る
。

⑵
 　
内
容
の
⑴
の
ア
の
ア
に
つ
い
て
は
，
分
数
が
有
限
小
数
や
循
環
小
数
で
表
さ
れ
る

仕
組
み
を
扱
う
も
の
と
す
る
。

⑶
 　
内
容
の
⑵
の
ア
の
イ
に
つ
い
て
は
，
関
連
し
て

0°
，

90
°，

18
0°
の
三
角
比
を
扱

う
も
の
と
す
る
。

⑷
 　
課
題
学
習
に
つ
い
て
は
，
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
と
の
関
連
を
踏
ま
え
，
学
習
効
果
を

高
め
る
よ
う
指
導
計
画
に
適
切
に
位
置
付
け
る
も
の
と
す
る
。
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数
学
Ⅱ

１
　
目
　
標

　
数
学
的
な
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
，
数
学
的
活
動
を
通
し
て
，
数
学
的
に
考
え
る

資
質
・
能
力
を
次
の
と
お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

　
⑴

 　
い
ろ
い
ろ
な
式
，
図
形
と
方
程
式
，
指
数
関
数
・
対
数
関
数
，
三
角
関
数
及
び

微
分
・
積
分
の
考
え
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
概
念
や
原
理
・
法
則
を
体
系
的
に
理

解
す
る
と
と
も
に
，
事
象
を
数
学
化
し
た
り
，
数
学
的
に
解
釈
し
た
り
，
数
学
的

に
表
現
・
処
理
し
た
り
す
る
技
能
を
身
に
付
け
る
よ
う
に
す
る
。

　
⑵

 　
数
の
範
囲
や
式
の
性
質
に
着
目
し
，
等
式
や
不
等
式
が
成
り
立
つ
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
論
理
的
に
考
察
す
る
力
，
座
標
平
面
上
の
図
形
に
つ
い
て
構
成
要
素
間
の

関
係
に
着
目
し
，
方
程
式
を
用
い
て
図
形
を
簡
潔
・
明
瞭
・
的
確
に
表
現
し
た
り
，

図
形
の
性
質
を
論
理
的
に
考
察
し
た
り
す
る
力
，
関
数
関
係
に
着
目
し
，
事
象
を

的
確
に
表
現
し
て
そ
の
特
徴
を
数
学
的
に
考
察
す
る
力
，
関
数
の
局
所
的
な
変
化

に
着
目
し
，
事
象
を
数
学
的
に
考
察
し
た
り
，
問
題
解
決
の
過
程
や
結
果
を
振
り

返
っ
て
統
合
的
・
発
展
的
に
考
察
し
た
り
す
る
力
を
養
う
。

　
⑶

 　
数
学
の
よ
さ
を
認
識
し
数
学
を
活
用
し
よ
う
と
す
る
態
度
，
粘
り
強
く
柔
軟
に

考
え
数
学
的
論
拠
に
基
づ
い
て
判
断
し
よ
う
と
す
る
態
度
，
問
題
解
決
の
過
程
を

振
り
返
っ
て
考
察
を
深
め
た
り
，
評
価
・
改
善
し
た
り
し
よ
う
と
す
る
態
度
や
創

造
性
の
基
礎
を
養
う
。

２
　
内
　
容

⑴
 　
い
ろ
い
ろ
な
式

　
 　
い
ろ
い
ろ
な
式
に
つ
い
て
，
数
学
的
活
動
を
通
し
て
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

　
ア
　
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
三
次
の
乗
法
公
式
及
び
因
数
分
解
の
公
式
を
理
解
し
，
そ
れ
ら
を
用
い
て
式

の
展
開
や
因
数
分
解
を
す
る
こ
と
。

　
　
イ

 　
多
項
式
の
除
法
や
分
数
式
の
四
則
計
算
の
方
法
に
つ
い
て
理
解
し
，
簡
単
な

場
合
に
つ
い
て
計
算
を
す
る
こ
と
。

　
　
ウ

 　
数
を
複
素
数
ま
で
拡
張
す
る
意
義
を
理
解
し
，
複
素
数
の
四
則
計
算
を
す
る

こ
と
。

　
　
エ

 　
二
次
方
程
式
の
解
の
種
類
の
判
別
及
び
解
と
係
数
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
す

る
こ
と
。

　
　
オ

 　
因
数
定
理
に
つ
い
て
理
解
し
，
簡
単
な
高
次
方
程
式
に
つ
い
て
因
数
定
理
な

ど
を
用
い
て
そ
の
解
を
求
め
る
こ
と
。

　
イ
　
次
の
よ
う
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
式
の
計
算
の
方
法
を
既
に
学
習
し
た
数
や
式
の
計
算
と
関
連
付
け
多
面
的
に

考
察
す
る
こ
と
。

　
　
イ

 　
実
数
の
性
質
や
等
式
の
性
質
，
不
等
式
の
性
質
な
ど
を
基
に
，
等
式
や
不
等

式
が
成
り
立
つ
こ
と
を
論
理
的
に
考
察
し
，
証
明
す
る
こ
と
。

　
　
ウ

 　
日
常
の
事
象
や
社
会
の
事
象
な
ど
を
数
学
的
に
捉
え
，
方
程
式
を
問
題
解
決

に
活
用
す
る
こ
と
。

［
用
語
・
記
号
］　
二
項
定
理
，
虚
数
，

i
⑵

 　
図
形
と
方
程
式

　
 　
図
形
と
方
程
式
に
つ
い
て
，
数
学
的
活
動
を
通
し
て
，
そ
の
有
用
性
を
認
識
す
る

と
と
も
に
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

　
ア
　
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
座
標
を
用
い
て
，
平
面
上
の
線
分
を
内
分
す
る
点
，
外
分
す
る
点
の
位
置
や

二
点
間
の
距
離
を
表
す
こ
と
。

　
　
イ

 　
座
標
平
面
上
の
直
線
や
円
を
方
程
式
で
表
す
こ
と
。

　
　
ウ

 　
軌
跡
に
つ
い
て
理
解
し
，
簡
単
な
場
合
に
つ
い
て
軌
跡
を
求
め
る
こ
と
。

　
　
エ

 　
簡
単
な
場
合
に
つ
い
て
，
不
等
式
の
表
す
領
域
を
求
め
た
り
領
域
を
不
等
式

で
表
し
た
り
す
る
こ
と
。

　
イ
　
次
の
よ
う
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
座
標
平
面
上
の
図
形
に
つ
い
て
構
成
要
素
間
の
関
係
に
着
目
し
，
そ
れ
を
方

程
式
を
用
い
て
表
現
し
，図
形
の
性
質
や
位
置
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
。

　
　
イ

 　
数
量
と
図
形
と
の
関
係
な
ど
に
着
目
し
，
日
常
の
事
象
や
社
会
の
事
象
な
ど

を
数
学
的
に
捉
え
，
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
の
情
報
機
器
を
用
い
て
軌
跡
や
不
等

式
の
表
す
領
域
を
座
標
平
面
上
に
表
す
な
ど
し
て
，問
題
解
決
に
活
用
し
た
り
，

解
決
の
過
程
を
振
り
返
っ
て
事
象
の
数
学
的
な
特
徴
や
他
の
事
象
と
の
関
係
を

考
察
し
た
り
す
る
こ
と
。

⑶
 　
指
数
関
数
・
対
数
関
数

　
 　
指
数
関
数
及
び
対
数
関
数
に
つ
い
て
，
数
学
的
活
動
を
通
し
て
，
そ
の
有
用
性
を

認
識
す
る
と
と
も
に
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

　
ア
　
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
指
数
を
正
の
整
数
か
ら
有
理
数
へ
拡
張
す
る
意
義
を
理
解
し
，
指
数
法
則
を

用
い
て
数
や
式
の
計
算
を
す
る
こ
と
。

　
　
イ

 　
指
数
関
数
の
値
の
変
化
や
グ
ラ
フ
の
特
徴
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

　
　
ウ

 　
対
数
の
意
味
と
そ
の
基
本
的
な
性
質
に
つ
い
て
理
解
し
，
簡
単
な
対
数
の
計

算
を
す
る
こ
と
。

　
　
エ

 　
対
数
関
数
の
値
の
変
化
や
グ
ラ
フ
の
特
徴
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

　
イ
　
次
の
よ
う
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
指
数
と
対
数
を
相
互
に
関
連
付
け
て
考
察
す
る
こ
と
。

　
　
イ

 　
指
数
関
数
及
び
対
数
関
数
の
式
と
グ
ラ
フ
の
関
係
に
つ
い
て
，
多
面
的
に
考

察
す
る
こ
と
。

　
　
ウ

 　
二
つ
の
数
量
の
関
係
に
着
目
し
，
日
常
の
事
象
や
社
会
の
事
象
な
ど
を
数
学

的
に
捉
え
，
問
題
を
解
決
し
た
り
，
解
決
の
過
程
を
振
り
返
っ
て
事
象
の
数
学

的
な
特
徴
や
他
の
事
象
と
の
関
係
を
考
察
し
た
り
す
る
こ
と
。

［
用
語
・
記
号
］　
累
乗
根
，

lo
g a

x，
常
用
対
数

⑷
　
三
角
関
数

　
 　
三
角
関
数
に
つ
い
て
，
数
学
的
活
動
を
通
し
て
，
そ
の
有
用
性
を
認
識
す
る
と
と

も
に
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

　
ア
　
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
角
の
概
念
を
一
般
角
ま
で
拡
張
す
る
意
義
や
弧
度
法
に
よ
る
角
度
の
表
し
方

に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

　
　
イ

 　
三
角
関
数
の
値
の
変
化
や
グ
ラ
フ
の
特
徴
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

　
　
ウ

 　
三
角
関
数
の
相
互
関
係
な
ど
の
基
本
的
な
性
質
を
理
解
す
る
こ
と
。

　
　
エ

 　
三
角
関
数
の
加
法
定
理
や
２
倍
角
の
公
式
，
三
角
関
数
の
合
成
に
つ
い
て
理

解
す
る
こ
と
。

　
イ
　
次
の
よ
う
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
三
角
関
数
に
関
す
る
様
々
な
性
質
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
と
も
に
，
三
角
関

数
の
加
法
定
理
か
ら
新
た
な
性
質
を
導
く
こ
と
。

　
　
イ

 　
三
角
関
数
の
式
と
グ
ラ
フ
の
関
係
に
つ
い
て
多
面
的
に
考
察
す
る
こ
と
。

　
　
ウ

 　
二
つ
の
数
量
の
関
係
に
着
目
し
，
日
常
の
事
象
や
社
会
の
事
象
な
ど
を
数
学

的
に
捉
え
，
問
題
を
解
決
し
た
り
，
解
決
の
過
程
を
振
り
返
っ
て
事
象
の
数
学

的
な
特
徴
や
他
の
事
象
と
の
関
係
を
考
察
し
た
り
す
る
こ
と
。

⑸
　
微
分
・
積
分
の
考
え

　
 　
微
分
と
積
分
の
考
え
に
つ
い
て
，
数
学
的
活
動
を
通
し
て
，
そ
の
有
用
性
を
認
識

す
る
と
と
も
に
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

　
ア
　
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
微
分
係
数
や
導
関
数
の
意
味
に
つ
い
て
理
解
し
，
関
数
の
定
数
倍
，
和
及
び

差
の
導
関
数
を
求
め
る
こ
と
。

　
　
イ

 　
導
関
数
を
用
い
て
関
数
の
値
の
増
減
や
極
大
・
極
小
を
調
べ
，
グ
ラ
フ
の
概

形
を
か
く
方
法
を
理
解
す
る
こ
と
。

　
　
ウ

 　
不
定
積
分
及
び
定
積
分
の
意
味
に
つ
い
て
理
解
し
，
関
数
の
定
数
倍
，
和
及

び
差
の
不
定
積
分
や
定
積
分
の
値
を
求
め
る
こ
と
。

　
イ
　
次
の
よ
う
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
関
数
と
そ
の
導
関
数
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
。

　
　
イ

 　
関
数
の
局
所
的
な
変
化
に
着
目
し
，
日
常
の
事
象
や
社
会
の
事
象
な
ど
を
数

学
的
に
捉
え
，
問
題
を
解
決
し
た
り
，
解
決
の
過
程
を
振
り
返
っ
て
事
象
の
数

学
的
な
特
徴
や
他
の
事
象
と
の
関
係
を
考
察
し
た
り
す
る
こ
と
。

　
　
ウ

 　
微
分
と
積
分
の
関
係
に
着
目
し
，
積
分
の
考
え
を
用
い
て
直
線
や
関
数
の
グ

ラ
フ
で
囲
ま
れ
た
図
形
の
面
積
を
求
め
る
方
法
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
。

［
用
語
・
記
号
］　
極
限
値
，

lim
〔
課
題
学
習
〕

 　
⑴
か
ら
⑸
ま
で
の
内
容
又
は
そ
れ
ら
を
相
互
に
関
連
付
け
た
内
容
を
生
活
と
関
連
付

け
た
り
発
展
さ
せ
た
り
す
る
な
ど
し
た
課
題
を
設
け
，生
徒
の
主
体
的
な
学
習
を
促
し
，

数
学
の
よ
さ
を
認
識
さ
せ
学
習
意
欲
を
含
め
た
数
学
的
に
考
え
る
資
質
・
能
力
を
高
め

る
よ
う
に
す
る
。

３
　
内
容
の
取
扱
い

⑴
 　
内
容
の
⑸
の
ア
の
ア
に
つ
い
て
は
，
三
次
ま
で
の
関
数
を
中
心
に
扱
い
，
ア
の
ウ

に
つ
い
て
は
，
二
次
ま
で
の
関
数
を
中
心
に
扱
う
も
の
と
す
る
。
ま
た
，
微
分
係
数

や
導
関
数
を
求
め
る
際
に
必
要
と
な
る
極
限
に
つ
い
て
は
，
直
観
的
に
理
解
さ
せ
る

よ
う
扱
う
も
の
と
す
る
。

⑵
 　
課
題
学
習
に
つ
い
て
は
，
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
と
の
関
連
を
踏
ま
え
，
学
習
効
果
を

高
め
る
よ
う
指
導
計
画
に
適
切
に
位
置
付
け
る
も
の
と
す
る
。
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数
学
Ⅲ

１
　
目
　
標

　
数
学
的
な
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
，
数
学
的
活
動
を
通
し
て
，
数
学
的
に
考
え
る

資
質
・
能
力
を
次
の
と
お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

　
⑴

 　
極
限
，
微
分
法
及
び
積
分
法
に
つ
い
て
の
概
念
や
原
理
・
法
則
を
体
系
的
に
理

解
す
る
と
と
も
に
，
事
象
を
数
学
化
し
た
り
，
数
学
的
に
解
釈
し
た
り
，
数
学
的

に
表
現
・
処
理
し
た
り
す
る
技
能
を
身
に
付
け
る
よ
う
に
す
る
。

　
⑵

 　
数
列
や
関
数
の
値
の
変
化
に
着
目
し
，
極
限
に
つ
い
て
考
察
し
た
り
，
関
数
関

係
を
よ
り
深
く
捉
え
て
事
象
を
的
確
に
表
現
し
，数
学
的
に
考
察
し
た
り
す
る
力
，

い
ろ
い
ろ
な
関
数
の
局
所
的
な
性
質
や
大
域
的
な
性
質
に
着
目
し
，
事
象
を
数
学

的
に
考
察
し
た
り
，
問
題
解
決
の
過
程
や
結
果
を
振
り
返
っ
て
統
合
的
・
発
展
的

に
考
察
し
た
り
す
る
力
を
養
う
。

　
⑶

 　
数
学
の
よ
さ
を
認
識
し
積
極
的
に
数
学
を
活
用
し
よ
う
と
す
る
態
度
，
粘
り
強

く
柔
軟
に
考
え
数
学
的
論
拠
に
基
づ
い
て
判
断
し
よ
う
と
す
る
態
度
，
問
題
解
決

の
過
程
を
振
り
返
っ
て
考
察
を
深
め
た
り
，
評
価
・
改
善
し
た
り
し
よ
う
と
す
る

態
度
や
創
造
性
の
基
礎
を
養
う
。

２
　
内
　
容

⑴
 　
極
限

　
 　
数
列
及
び
関
数
の
値
の
極
限
に
つ
い
て
，
数
学
的
活
動
を
通
し
て
，
次
の
事
項
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

　
ア
　
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
数
列
の
極
限
に
つ
い
て
理
解
し
，
数
列

{r
n }の
極
限
な
ど
を
基
に
簡
単
な
数

列
の
極
限
を
求
め
る
こ
と
。

　
　
イ

 　
無
限
級
数
の
収
束
，
発
散
に
つ
い
て
理
解
し
，
無
限
等
比
級
数
な
ど
の
簡
単

な
無
限
級
数
の
和
を
求
め
る
こ
と
。

　
　
ウ

 　
簡
単
な
分
数
関
数
と
無
理
関
数
の
値
の
変
化
や
グ
ラ
フ
の
特
徴
に
つ
い
て
理

解
す
る
こ
と
。

　
　
エ

 　
合
成
関
数
や
逆
関
数
の
意
味
を
理
解
し
，
簡
単
な
場
合
に
つ
い
て
そ
れ
ら
を

求
め
る
こ
と
。

　
　
オ

 　
関
数
の
値
の
極
限
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

　
イ
　
次
の
よ
う
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
式
を
多
面
的
に
捉
え
た
り
目
的
に
応
じ
て
適
切
に
変
形
し
た
り
し
て
，
極
限

を
求
め
る
方
法
を
考
察
す
る
こ
と
。

　
　
イ

 　
既
に
学
習
し
た
関
数
の
性
質
と
関
連
付
け
て
，
簡
単
な
分
数
関
数
と
無
理
関

数
の
グ
ラ
フ
の
特
徴
を
多
面
的
に
考
察
す
る
こ
と
。

　
　
ウ

 　
数
列
や
関
数
の
値
の
極
限
に
着
目
し
，事
象
を
数
学
的
に
捉
え
，コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
な
ど
の
情
報
機
器
を
用
い
て
極
限
を
調
べ
る
な
ど
し
て
，
問
題
を
解
決
し
た

り
，
解
決
の
過
程
を
振
り
返
っ
て
事
象
の
数
学
的
な
特
徴
や
他
の
事
象
と
の
関

係
を
考
察
し
た
り
す
る
こ
と
。

［
用
語
・
記
号
］　
∞

⑵
 　
微
分
法

　
 　
微
分
法
に
つ
い
て
，
数
学
的
活
動
を
通
し
て
，
そ
の
有
用
性
を
認
識
す
る
と
と
も

に
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

　
ア
　
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
微
分
可
能
性
，
関
数
の
積
及
び
商
の
導
関
数
に
つ
い
て
理
解
し
，
関
数
の
和
，

差
，
積
及
び
商
の
導
関
数
を
求
め
る
こ
と
。

　
　
イ

 　
合
成
関
数
の
導
関
数
に
つ
い
て
理
解
し
，
そ
れ
を
求
め
る
こ
と
。

　
　
ウ

 　
三
角
関
数
，
指
数
関
数
及
び
対
数
関
数
の
導
関
数
に
つ
い
て
理
解
し
，
そ
れ

ら
を
求
め
る
こ
と
。

　
　
エ

 　
導
関
数
を
用
い
て
，
い
ろ
い
ろ
な
曲
線
の
接
線
の
方
程
式
を
求
め
た
り
，
い

ろ
い
ろ
な
関
数
の
値
の
増
減
，
極
大
・
極
小
，
グ
ラ
フ
の
凹
凸
な
ど
を
調
べ
グ

ラ
フ
の
概
形
を
か
い
た
り
す
る
こ
と
。

　
イ
　
次
の
よ
う
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
導
関
数
の
定
義
に
基
づ
き
，
三
角
関
数
，
指
数
関
数
及
び
対
数
関
数
の
導
関

数
を
考
察
す
る
こ
と
。

　
　
イ

 　
関
数
の
連
続
性
と
微
分
可
能
性
，
関
数
と
そ
の
導
関
数
や
第
二
次
導
関
数
の

関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
。

　
　
ウ

 　
関
数
の
局
所
的
な
変
化
や
大
域
的
な
変
化
に
着
目
し
，
事
象
を
数
学
的
に
捉

え
，
問
題
を
解
決
し
た
り
，
解
決
の
過
程
を
振
り
返
っ
て
事
象
の
数
学
的
な
特

徴
や
他
の
事
象
と
の
関
係
を
考
察
し
た
り
す
る
こ
と
。

［
用
語
・
記
号
］
自
然
対
数
，

e，
変
曲
点

⑶
 　
積
分
法

　
 　
積
分
法
に
つ
い
て
，
数
学
的
活
動
を
通
し
て
，
そ
の
有
用
性
を
認
識
す
る
と
と
も

に
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

　
ア
　
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
不
定
積
分
及
び
定
積
分
の
基
本
的
な
性
質
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
，
そ
れ

ら
を
用
い
て
不
定
積
分
や
定
積
分
を
求
め
る
こ
と
。

　
　
イ

 　
置
換
積
分
法
及
び
部
分
積
分
法
に
つ
い
て
理
解
し
，簡
単
な
場
合
に
つ
い
て
，

そ
れ
ら
を
用
い
て
不
定
積
分
や
定
積
分
を
求
め
る
こ
と
。

　
　
ウ

 　
定
積
分
を
利
用
し
て
，
い
ろ
い
ろ
な
曲
線
で
囲
ま
れ
た
図
形
の
面
積
や
立
体

の
体
積
及
び
曲
線
の
長
さ
な
ど
を
求
め
る
こ
と
。

　
イ
　
次
の
よ
う
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
関
数
の
式
を
多
面
的
に
み
た
り
目
的
に
応
じ
て
適
切
に
変
形
し
た
り
し
て
，

い
ろ
い
ろ
な
関
数
の
不
定
積
分
や
定
積
分
を
求
め
る
方
法
に
つ
い
て
考
察
す
る

こ
と
。

　
　
イ

 　
極
限
や
定
積
分
の
考
え
を
基
に
，
立
体
の
体
積
や
曲
線
の
長
さ
な
ど
を
求
め

る
方
法
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
。

　
　
ウ

 　
微
分
と
積
分
と
の
関
係
に
着
目
し
，
事
象
を
数
学
的
に
捉
え
，
問
題
を
解
決

し
た
り
，
解
決
の
過
程
を
振
り
返
っ
て
事
象
の
数
学
的
な
特
徴
や
他
の
事
象
と

の
関
係
を
考
察
し
た
り
す
る
こ
と
。

〔
課
題
学
習
〕

 　
⑴
か
ら
⑶
ま
で
の
内
容
又
は
そ
れ
ら
を
相
互
に
関
連
付
け
た
内
容
を
生
活
と
関
連
付

け
た
り
発
展
さ
せ
た
り
す
る
な
ど
し
た
課
題
を
設
け
，生
徒
の
主
体
的
な
学
習
を
促
し
，

数
学
の
よ
さ
を
認
識
さ
せ
学
習
意
欲
を
含
め
た
数
学
的
に
考
え
る
資
質
・
能
力
を
高
め

る
よ
う
に
す
る
。

３
　
内
容
の
取
扱
い

⑴
 　
内
容
の
⑵
の
イ
の
ウ
に
つ
い
て
は
，
関
連
し
て
直
線
上
の
点
の
運
動
や
平
面
上
の

点
の
運
動
の
速
度
及
び
加
速
度
を
扱
う
も
の
と
す
る
。

⑵
 　
内
容
の
⑶
の
ア
の
イ
に
つ
い
て
は
，
置
換
積
分
法
は

ax
+

b=
t，

x=
as

in
ß
と
置

き
換
え
る
も
の
を
中
心
に
扱
う
も
の
と
す
る
。
ま
た
，
部
分
積
分
法
は
，
簡
単
な
関

数
に
つ
い
て
１
回
の
適
用
で
結
果
が
得
ら
れ
る
も
の
を
中
心
に
扱
う
も
の
と
す
る
。

⑶
 　
課
題
学
習
に
つ
い
て
は
，
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
と
の
関
連
を
踏
ま
え
，
学
習
効
果
を

高
め
る
よ
う
指
導
計
画
に
適
切
に
位
置
付
け
る
も
の
と
す
る
。
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数
学
Ａ

１
　
目
　
標

　
数
学
的
な
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
，
数
学
的
活
動
を
通
し
て
，
数
学
的
に
考
え
る

資
質
・
能
力
を
次
の
と
お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

　
⑴

 　
図
形
の
性
質
，
場
合
の
数
と
確
率
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
概
念
や
原
理
・
法
則

を
体
系
的
に
理
解
す
る
と
と
も
に
，
数
学
と
人
間
の
活
動
の
関
係
に
つ
い
て
認
識

を
深
め
，
事
象
を
数
学
化
し
た
り
，
数
学
的
に
解
釈
し
た
り
，
数
学
的
に
表
現
・

処
理
し
た
り
す
る
技
能
を
身
に
付
け
る
よ
う
に
す
る
。

　
⑵

 　
図
形
の
構
成
要
素
間
の
関
係
な
ど
に
着
目
し
，
図
形
の
性
質
を
見
い
だ
し
，
論

理
的
に
考
察
す
る
力
，
不
確
実
な
事
象
に
着
目
し
，
確
率
の
性
質
な
ど
に
基
づ
い

て
事
象
の
起
こ
り
や
す
さ
を
判
断
す
る
力
，
数
学
と
人
間
の
活
動
と
の
関
わ
り
に

着
目
し
，
事
象
に
数
学
の
構
造
を
見
い
だ
し
，
数
理
的
に
考
察
す
る
力
を
養
う
。

　
⑶

 　
数
学
の
よ
さ
を
認
識
し
数
学
を
活
用
し
よ
う
と
す
る
態
度
，
粘
り
強
く
考
え
数

学
的
論
拠
に
基
づ
い
て
判
断
し
よ
う
と
す
る
態
度
，
問
題
解
決
の
過
程
を
振
り

返
っ
て
考
察
を
深
め
た
り
，
評
価
・
改
善
し
た
り
し
よ
う
と
す
る
態
度
や
創
造
性

の
基
礎
を
養
う
。

２
　
内
　
容

⑴
 　
図
形
の
性
質

　
 　
図
形
の
性
質
に
つ
い
て
，
数
学
的
活
動
を
通
し
て
，
そ
の
有
用
性
を
認
識
す
る
と

と
も
に
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

　
ア
　
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
三
角
形
に
関
す
る
基
本
的
な
性
質
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

　
　
イ

 　
円
に
関
す
る
基
本
的
な
性
質
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

　
　
ウ

 　
空
間
図
形
に
関
す
る
基
本
的
な
性
質
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

　
イ
　
次
の
よ
う
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
図
形
の
構
成
要
素
間
の
関
係
や
既
に
学
習
し
た
図
形
の
性
質
に
着
目
し
，
図

形
の
新
た
な
性
質
を
見
い
だ
し
，
そ
の
性
質
に
つ
い
て
論
理
的
に
考
察
し
た
り

説
明
し
た
り
す
る
こ
と
。

　
　
イ

 　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
の
情
報
機
器
を
用
い
て
図
形
を
表
す
な
ど
し
て
，
図
形

の
性
質
や
作
図
に
つ
い
て
統
合
的
・
発
展
的
に
考
察
す
る
こ
と
。

⑵
 　
場
合
の
数
と
確
率

　
 　
場
合
の
数
と
確
率
に
つ
い
て
，
数
学
的
活
動
を
通
し
て
，
そ
の
有
用
性
を
認
識
す

る
と
と
も
に
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

　
ア
　
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
集
合
の
要
素
の
個
数
に
関
す
る
基
本
的
な
関
係
や
和
の
法
則
，
積
の
法
則
な

ど
の
数
え
上
げ
の
原
則
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

　
　
イ

 　
具
体
的
な
事
象
を
基
に
順
列
及
び
組
合
せ
の
意
味
を
理
解
し
，
順
列
の
総
数

や
組
合
せ
の
総
数
を
求
め
る
こ
と
。

　
　
ウ

 　
確
率
の
意
味
や
基
本
的
な
法
則
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
，
そ
れ
ら
を
用
い

て
事
象
の
確
率
や
期
待
値
を
求
め
る
こ
と
。

　
　
エ

 　
独
立
な
試
行
の
意
味
を
理
解
し
，
独
立
な
試
行
の
確
率
を
求
め
る
こ
と
。

　
　
オ

 　
条
件
付
き
確
率
の
意
味
を
理
解
し
，
簡
単
な
場
合
に
つ
い
て
条
件
付
き
確
率

を
求
め
る
こ
と
。

　
イ
　
次
の
よ
う
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
事
象
の
構
造
な
ど
に
着
目
し
，
場
合
の
数
を
求
め
る
方
法
を
多
面
的
に
考
察

す
る
こ
と
。

　
　
イ

 　
確
率
の
性
質
や
法
則
に
着
目
し
，
確
率
を
求
め
る
方
法
を
多
面
的
に
考
察
す

る
こ
と
。

　
　
ウ

 　
確
率
の
性
質
な
ど
に
基
づ
い
て
事
象
の
起
こ
り
や
す
さ
を
判
断
し
た
り
，
期

待
値
を
意
思
決
定
に
活
用
し
た
り
す
る
こ
と
。

［
用
語
・
記
号
］　

nP
r，

nC
r，
階
乗
，

n!
，
排
反

⑶
 　
数
学
と
人
間
の
活
動

　
 　
数
学
と
人
間
の
活
動
に
つ
い
て
，
数
学
的
活
動
を
通
し
て
，
そ
れ
ら
を
数
理
的
に

考
察
す
る
こ
と
の
有
用
性
を
認
識
す
る
と
と
も
に
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

　
ア
　
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
数
量
や
図
形
に
関
す
る
概
念
な
ど
と
人
間
の
活
動
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
理

解
す
る
こ
と
。

　
　
イ

 　
数
学
史
的
な
話
題
，
数
理
的
な
ゲ
ー
ム
や
パ
ズ
ル
な
ど
を
通
し
て
，
数
学
と

文
化
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
。

　
イ
　
次
の
よ
う
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
数
量
や
図
形
に
関
す
る
概
念
な
ど
を
，
関
心
に
基
づ
い
て
発
展
さ
せ
考
察
す

る
こ
と
。

　
　
イ

 　
パ
ズ
ル
な
ど
に
数
学
的
な
要
素
を
見
い
だ
し
，
目
的
に
応
じ
て
数
学
を
活
用

し
て
考
察
す
る
こ
と
。

３
　
内
容
の
取
扱
い

⑴
 　
こ
の
科
目
は
，内
容
の
⑴
か
ら
⑶
ま
で
の
中
か
ら
適
宜
選
択
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

⑵
 　
内
容
の
⑵
の
ア
の
ウ
及
び
オ
並
び
に
イ
の
イ
の
確
率
に
つ
い
て
は
，
論
理
的
な
確

率
及
び
頻
度
確
率
を
扱
う
も
の
と
す
る
。

⑶
 　
内
容
の
⑶
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
，
数
学
的
活
動
を
一
層
重
視
し
，
生
徒
の
関
心

や
多
様
な
考
え
を
生
か
し
た
学
習
が
行
わ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

⑷
 　
内
容
の
⑶
の
ア
で
は
，
整
数
の
約
数
や
倍
数
，
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
互
除
法
や
二
進

法
，
平
面
や
空
間
に
お
い
て
点
の
位
置
を
表
す
座
標
の
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
も
扱

う
も
の
と
す
る
。
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数
学
Ｂ

１
　
目
　
標

　
数
学
的
な
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
，
数
学
的
活
動
を
通
し
て
，
数
学
的
に
考
え
る

資
質
・
能
力
を
次
の
と
お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

　
⑴

 　
数
列
，
統
計
的
な
推
測
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
概
念
や
原
理
・
法
則
を
体
系
的

に
理
解
す
る
と
と
も
に
，数
学
と
社
会
生
活
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
，

事
象
を
数
学
化
し
た
り
，
数
学
的
に
解
釈
し
た
り
，
数
学
的
に
表
現
・
処
理
し
た

り
す
る
技
能
を
身
に
付
け
る
よ
う
に
す
る
。

　
⑵

 　
離
散
的
な
変
化
の
規
則
性
に
着
目
し
，事
象
を
数
学
的
に
表
現
し
考
察
す
る
力
，

確
率
分
布
や
標
本
分
布
の
性
質
に
着
目
し
，
母
集
団
の
傾
向
を
推
測
し
判
断
し
た

り
，
標
本
調
査
の
方
法
や
結
果
を
批
判
的
に
考
察
し
た
り
す
る
力
，
日
常
の
事
象

や
社
会
の
事
象
を
数
学
化
し
，
問
題
を
解
決
し
た
り
，
解
決
の
過
程
や
結
果
を
振

り
返
っ
て
考
察
し
た
り
す
る
力
を
養
う
。

　
⑶

 　
数
学
の
よ
さ
を
認
識
し
数
学
を
活
用
し
よ
う
と
す
る
態
度
，
粘
り
強
く
柔
軟
に

考
え
数
学
的
論
拠
に
基
づ
い
て
判
断
し
よ
う
と
す
る
態
度
，
問
題
解
決
の
過
程
を

振
り
返
っ
て
考
察
を
深
め
た
り
，
評
価
・
改
善
し
た
り
し
よ
う
と
す
る
態
度
や
創

造
性
の
基
礎
を
養
う
。

２
　
内
　
容

⑴
 　
数
列

　
 　
数
列
に
つ
い
て
，
数
学
的
活
動
を
通
し
て
，
そ
の
有
用
性
を
認
識
す
る
と
と
も
に
，

次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

　
ア
　
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
等
差
数
列
と
等
比
数
列
に
つ
い
て
理
解
し
，
そ
れ
ら
の
一
般
項
や
和
を
求
め

る
こ
と
。

　
　
イ

 　
い
ろ
い
ろ
な
数
列
の
一
般
項
や
和
を
求
め
る
方
法
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

　
　
ウ

 　
漸
化
式
に
つ
い
て
理
解
し
，
事
象
の
変
化
を
漸
化
式
で
表
し
た
り
，
簡
単
な

漸
化
式
で
表
さ
れ
た
数
列
の
一
般
項
を
求
め
た
り
す
る
こ
と
。

　
　
エ

 　
数
学
的
帰
納
法
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

　
イ
　
次
の
よ
う
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
事
象
か
ら
離
散
的
な
変
化
を
見
い
だ
し
，
そ
れ
ら
の
変
化
の
規
則
性
を
数
学

的
に
表
現
し
考
察
す
る
こ
と
。

　
　
イ

 　
事
象
の
再
帰
的
な
関
係
に
着
目
し
，
日
常
の
事
象
や
社
会
の
事
象
な
ど
を
数

学
的
に
捉
え
，
数
列
の
考
え
を
問
題
解
決
に
活
用
す
る
こ
と
。

　
　
ウ

 　
自
然
数
の
性
質
な
ど
を
見
い
だ
し
，
そ
れ
ら
を
数
学
的
帰
納
法
を
用
い
て
証

明
す
る
と
と
も
に
，
他
の
証
明
方
法
と
比
較
し
多
面
的
に
考
察
す
る
こ
と
。

［
用
語
・
記
号
］　
Σ

⑵
 　
統
計
的
な
推
測

　
 　
統
計
的
な
推
測
に
つ
い
て
，
数
学
的
活
動
を
通
し
て
，
そ
の
有
用
性
を
認
識
す
る

と
と
も
に
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

　
ア
　
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
標
本
調
査
の
考
え
方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
。

　
　
イ

 　
確
率
変
数
と
確
率
分
布
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

　
　
ウ

 　
二
項
分
布
と
正
規
分
布
の
性
質
や
特
徴
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

　
　
エ

 　
正
規
分
布
を
用
い
た
区
間
推
定
及
び
仮
説
検
定
の
方
法
を
理
解
す
る
こ
と
。

　
イ
　
次
の
よ
う
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
確
率
分
布
や
標
本
分
布
の
特
徴
を
，
確
率
変
数
の
平
均
，
分
散
，
標
準
偏
差

な
ど
を
用
い
て
考
察
す
る
こ
と
。

　
　
イ

 　
目
的
に
応
じ
て
標
本
調
査
を
設
計
し
，
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
基
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
な
ど
の
情
報
機
器
を
用
い
て
処
理
す
る
な
ど
し
て
，
母
集
団
の
特
徴

や
傾
向
を
推
測
し
判
断
す
る
と
と
も
に
，
標
本
調
査
の
方
法
や
結
果
を
批
判
的

に
考
察
す
る
こ
と
。

［
用
語
・
記
号
］　
信
頼
区
間
，
有
意
水
準

⑶
 　
数
学
と
社
会
生
活

　
 　
数
学
と
社
会
生
活
に
つ
い
て
，
数
学
的
活
動
を
通
し
て
，
そ
れ
ら
を
数
理
的
に
考

察
す
る
こ
と
の
有
用
性
を
認
識
す
る
と
と
も
に
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

　
ア
　
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
社
会
生
活
な
ど
に
お
け
る
問
題
を
，
数
学
を
活
用
し
て
解
決
す
る
意
義
に
つ

い
て
理
解
す
る
こ
と
。

　
　
イ

 　
日
常
の
事
象
や
社
会
の
事
象
な
ど
を
数
学
化
し
，
数
理
的
に
問
題
を
解
決
す

る
方
法
を
知
る
こ
と
。

　
イ
　
次
の
よ
う
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
日
常
の
事
象
や
社
会
の
事
象
に
お
い
て
，
数
・
量
・
形
や
そ
れ
ら
の
関
係
に

着
目
し
，
理
想
化
し
た
り
単
純
化
し
た
り
し
て
，
問
題
を
数
学
的
に
表
現
す
る

こ
と
。

　
　
イ

 　
数
学
化
し
た
問
題
の
特
徴
を
見
い
だ
し
，
解
決
す
る
こ
と
。

　
　
ウ

 　
問
題
解
決
の
過
程
や
結
果
の
妥
当
性
に
つ
い
て
批
判
的
に
考
察
す
る
こ
と
。

　
　
エ

 　
解
決
過
程
を
振
り
返
り
，
そ
こ
で
用
い
た
方
法
を
一
般
化
し
て
，
他
の
事
象

に
活
用
す
る
こ
と
。

３
　
内
容
の
取
扱
い

⑴
 　
こ
の
科
目
は
，内
容
の
⑴
か
ら
⑶
ま
で
の
中
か
ら
適
宜
選
択
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

⑵
 　
内
容
の
⑶
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
，
数
学
的
活
動
を
一
層
重
視
し
，
生
徒
の
関
心

や
多
様
な
考
え
を
生
か
し
た
学
習
が
行
わ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

⑶
 　
内
容
の
⑶
の
ア
の
イ
に
つ
い
て
は
，
散
布
図
に
表
し
た
デ
ー
タ
を
関
数
と
み
な
し

て
処
理
す
る
こ
と
も
扱
う
も
の
と
す
る
。
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数
学
Ｃ

１
　
目
　
標

　
数
学
的
な
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
，
数
学
的
活
動
を
通
し
て
，
数
学
的
に
考
え
る

資
質
・
能
力
を
次
の
と
お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

　
⑴

 　
ベ
ク
ト
ル
，
平
面
上
の
曲
線
と
複
素
数
平
面
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
概
念
や
原

理
・
法
則
を
体
系
的
に
理
解
す
る
と
と
も
に
，
数
学
的
な
表
現
の
工
夫
に
つ
い
て

認
識
を
深
め
，
事
象
を
数
学
化
し
た
り
，
数
学
的
に
解
釈
し
た
り
，
数
学
的
に
表

現
・
処
理
し
た
り
す
る
技
能
を
身
に
付
け
る
よ
う
に
す
る
。

　
⑵

 　
大
き
さ
と
向
き
を
も
っ
た
量
に
着
目
し
，
演
算
法
則
や
そ
の
図
形
的
な
意
味
を

考
察
す
る
力
，
図
形
や
図
形
の
構
造
に
着
目
し
，
そ
れ
ら
の
性
質
を
統
合
的
・
発

展
的
に
考
察
す
る
力
，
数
学
的
な
表
現
を
用
い
て
事
象
を
簡
潔
・
明
瞭
・
的
確
に

表
現
す
る
力
を
養
う
。

　
⑶

 　
数
学
の
よ
さ
を
認
識
し
，
数
学
を
活
用
し
よ
う
と
す
る
態
度
，
粘
り
強
く
柔
軟

に
考
え
数
学
的
論
拠
に
基
づ
い
て
判
断
し
よ
う
と
す
る
態
度
，
問
題
解
決
の
過
程

を
振
り
返
っ
て
考
察
を
深
め
た
り
，
評
価
・
改
善
し
た
り
し
よ
う
と
す
る
態
度
や

創
造
性
の
基
礎
を
養
う
。

２
　
内
　
容

⑴
 　
ベ
ク
ト
ル

　
 　
ベ
ク
ト
ル
に
つ
い
て
，
数
学
的
活
動
を
通
し
て
，
そ
の
有
用
性
を
認
識
す
る
と
と

も
に
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

　
ア
　
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
平
面
上
の
ベ
ク
ト
ル
の
意
味
，
相
等
，
和
，
差
，
実
数
倍
，
位
置
ベ
ク
ト
ル
，

ベ
ク
ト
ル
の
成
分
表
示
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

　
　
イ

 　
ベ
ク
ト
ル
の
内
積
及
び
そ
の
基
本
的
な
性
質
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

　
　
ウ

 　
座
標
及
び
ベ
ク
ト
ル
の
考
え
が
平
面
か
ら
空
間
に
拡
張
で
き
る
こ
と
を
理
解

す
る
こ
と
。

　
イ
　
次
の
よ
う
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
実
数
な
ど
の
演
算
の
法
則
と
関
連
付
け
て
，
ベ
ク
ト
ル
の
演
算
法
則
を
考
察

す
る
こ
と
。

　
　
イ

 　
ベ
ク
ト
ル
や
そ
の
内
積
の
基
本
的
な
性
質
な
ど
を
用
い
て
，
平
面
図
形
や
空

間
図
形
の
性
質
を
見
い
だ
し
た
り
，
多
面
的
に
考
察
し
た
り
す
る
こ
と
。

　
　
ウ

 　
数
量
や
図
形
及
び
そ
れ
ら
の
関
係
に
着
目
し
，
日
常
の
事
象
や
社
会
の
事
象

な
ど
を
数
学
的
に
捉
え
，
ベ
ク
ト
ル
や
そ
の
内
積
の
考
え
を
問
題
解
決
に
活
用

す
る
こ
と
。

⑵
 　
平
面
上
の
曲
線
と
複
素
数
平
面

　
 　
平
面
上
の
曲
線
と
複
素
数
平
面
に
つ
い
て
，
数
学
的
活
動
を
通
し
て
，
そ
の
有
用

性
を
認
識
す
る
と
と
も
に
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す

る
。

　
ア
　
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
放
物
線
，
楕だ

円
，
双
曲
線
が
二
次
式
で
表
さ
れ
る
こ
と
及
び
そ
れ
ら
の
二
次

曲
線
の
基
本
的
な
性
質
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

　
　
イ

 　
曲
線
の
媒
介
変
数
表
示
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

　
　
ウ

 　
極
座
標
の
意
味
及
び
曲
線
が
極
方
程
式
で
表
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
理
解
す

る
こ
と
。

　
　
エ

 　
複
素
数
平
面
と
複
素
数
の
極
形
式
，
複
素
数
の
実
数
倍
，
和
，
差
，
積
及
び

商
の
図
形
的
な
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
。

　
　
オ

 　
ド
・
モ
ア
ブ
ル
の
定
理
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

　
イ
　
次
の
よ
う
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
放
物
線
，
楕だ

円
，
双
曲
線
を
相
互
に
関
連
付
け
て
捉
え
，
考
察
す
る
こ
と
。

　
　
イ

 　
複
素
数
平
面
に
お
け
る
図
形
の
移
動
な
ど
と
関
連
付
け
て
，
複
素
数
の
演
算

や
累
乗
根
な
ど
の
意
味
を
考
察
す
る
こ
と
。

　
　
ウ

 　
日
常
の
事
象
や
社
会
の
事
象
な
ど
を
数
学
的
に
捉
え
，
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど

の
情
報
機
器
を
用
い
て
曲
線
を
表
す
な
ど
し
て
，
媒
介
変
数
や
極
座
標
及
び
複

素
数
平
面
の
考
え
を
問
題
解
決
に
活
用
し
た
り
，
解
決
の
過
程
を
振
り
返
っ
て

事
象
の
数
学
的
な
特
徴
や
他
の
事
象
と
の
関
係
を
考
察
し
た
り
す
る
こ
と
。

［
用
語
・
記
号
］　
焦
点
，
準
線

⑶
 　
数
学
的
な
表
現
の
工
夫

　
 　
数
学
的
な
表
現
の
工
夫
に
つ
い
て
，
数
学
的
活
動
を
通
し
て
，
そ
の
有
用
性
を
認

識
す
る
と
と
も
に
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

　
ア
　
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
日
常
の
事
象
や
社
会
の
事
象
な
ど
を
，
図
，
表
，
統
計
グ
ラ
フ
な
ど
を
用
い

て
工
夫
し
て
表
現
す
る
こ
と
の
意
義
を
理
解
す
る
こ
と
。

　
　
イ

 　
日
常
の
事
象
や
社
会
の
事
象
な
ど
を
，
離
散
グ
ラ
フ
や
行
列
を
用
い
て
工
夫

し
て
表
現
す
る
こ
と
の
意
義
を
理
解
す
る
こ
と
。

　
イ
　
次
の
よ
う
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

　
　
ア

 　
図
，
表
，
統
計
グ
ラ
フ
，
離
散
グ
ラ
フ
及
び
行
列
な
ど
を
用
い
て
，
日
常
の

事
象
や
社
会
の
事
象
な
ど
を
数
学
的
に
表
現
し
，
考
察
す
る
こ
と
。

３
　
内
容
の
取
扱
い

⑴
 　
こ
の
科
目
は
，内
容
の
⑴
か
ら
⑶
ま
で
の
中
か
ら
適
宜
選
択
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

⑵
 　
内
容
の
⑶
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
，
数
学
的
活
動
を
一
層
重
視
し
，
生
徒
の
関
心

や
多
様
な
考
え
を
生
か
し
た
学
習
が
行
わ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

第
３
款
　
各
科
目
に
わ
た
る
指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い

　
１
　
指
導
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
，
次
の
事
項
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
⑴

 　
単
元
な
ど
内
容
や
時
間
の
ま
と
ま
り
を
見
通
し
て
，
そ
の
中
で
育
む
資
質
・
能
力
の
育
成
に
向
け
て
，
数
学
的
活
動
を
通
し
て
，
生
徒
の
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
を
図
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
そ
の
際
，
数
学
的
な
見
方
・

考
え
方
を
働
か
せ
な
が
ら
，
日
常
の
事
象
や
社
会
の
事
象
を
数
理
的
に
捉
え
，
数
学
の
問
題
を
見
い
だ
し
，
問
題
を
自
立
的
，
協
働
的
に
解
決
し
，
学
習
の
過
程
を
振
り
返
り
，
概
念
を
形
成
す
る
な
ど
の
学
習
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

　
　
⑵

 　「
数
学
Ⅱ
」，
「
数
学
Ⅲ
」
を
履
修
さ
せ
る
場
合
は
，「
数
学
Ⅰ
」，
「
数
学
Ⅱ
」，
「
数
学
Ⅲ
」
の
順
に
履
修
さ
せ
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
こ
と
。

　
　
⑶

 　「
数
学
Ａ
」
に
つ
い
て
は
，「
数
学
Ⅰ
」
と
並
行
し
て
あ
る
い
は
「
数
学
Ⅰ
」
を
履
修
し
た
後
に
履
修
さ
せ
，「
数
学
Ｂ
」
及
び
「
数
学
Ｃ
」
に
つ
い
て
は
，「
数
学
Ⅰ
」
を
履
修
し
た
後
に
履
修
さ
せ
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
こ
と
。

　
　
⑷

 　
各
科
目
を
履
修
さ
せ
る
に
当
た
っ
て
は
，
当
該
科
目
や
数
学
科
に
属
す
る
他
の
科
目
の
内
容
及
び
理
科
，
家
庭
科
，
情
報
科
，
こ
の
章
に
示
す
理
数
科
等
の
内
容
を
踏
ま
え
，
相
互
の
関
連
を
図
る
と
と
も
に
，
学
習
内
容
の
系
統

性
に
留
意
す
る
こ
と
。

　
　
⑸

 　
障
害
の
あ
る
生
徒
な
ど
に
つ
い
て
は
，
学
習
活
動
を
行
う
場
合
に
生
じ
る
困
難
さ
に
応
じ
た
指
導
内
容
や
指
導
方
法
の
工
夫
を
計
画
的
，
組
織
的
に
行
う
こ
と
。

　
２
　
内
容
の
取
扱
い
に
当
た
っ
て
は
，
次
の
事
項
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
⑴

 　
各
科
目
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
，
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
育
成
す
る
た
め
，
数
学
的
な
表
現
を
用
い
て
簡
潔
・
明
瞭
・
的
確
に
表
現
し
た
り
，
数
学
的
な
表
現
を
解
釈
し
た
り
，
互
い
に
自
分
の
考
え
を
表
現
し
伝
え
合
っ

た
り
す
る
な
ど
の
機
会
を
設
け
る
こ
と
。

　
　
⑵

 　
各
科
目
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
，
必
要
に
応
じ
て
，
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
適
切
に
活
用
し
，
学
習
の
効
果
を
高
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

　
　
⑶

 　
各
科
目
の
内
容
の
［
用
語
・
記
号
］
は
，
当
該
科
目
で
扱
う
内
容
の
程
度
や
範
囲
を
明
確
に
す
る
た
め
に
示
し
た
も
の
で
あ
り
，
内
容
と
密
接
に
関
連
さ
せ
て
扱
う
こ
と
。

　
３
　
各
科
目
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
，
数
学
を
学
習
す
る
意
義
な
ど
を
実
感
で
き
る
よ
う
工
夫
す
る
と
と
も
に
，
次
の
よ
う
な
数
学
的
活
動
に
取
り
組
む
も
の
と
す
る
。

　
　
⑴

 　
日
常
の
事
象
や
社
会
の
事
象
な
ど
を
数
理
的
に
捉
え
，
数
学
的
に
表
現
・
処
理
し
て
問
題
を
解
決
し
，
解
決
の
過
程
や
結
果
を
振
り
返
っ
て
考
察
す
る
活
動
。

　
　
⑵

 　
数
学
の
事
象
か
ら
自
ら
問
題
を
見
い
だ
し
解
決
し
て
，
解
決
の
過
程
や
結
果
を
振
り
返
っ
て
統
合
的
・
発
展
的
に
考
察
す
る
活
動
。

　
　
⑶

 　
自
ら
の
考
え
を
数
学
的
に
表
現
し
て
説
明
し
た
り
，
議
論
し
た
り
す
る
活
動
。
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6 中学校数学と高等学校数学の領域別項目（下線部は移動または新設の内容）

中数１年 中数２年 中数３年 数学Ⅰ　　　　　 数学Ⅱ 数学Ⅲ 数学Ａ 数学Ｂ 数学Ｃ

Ａ

数
と
式

正の数・負の数
・正負の数の必要性と意味
・正負の数の四則計算
・正負の数の活用
文字を用いた式
・文字を用いることの必要性と意味
・文字式の乗法と除法の表し方
・一次式の加法と減法の計算
・文字を用いた式に表すこと
・ 一次式の加法と減法の計算の方法の
考察と表現

一元一次方程式
・ 方程式の必要性と意味，その解の意
味
・一元一次方程式を解くこと
・等式の性質と一次方程式の解き方
・一元一次方程式の活用

文字を用いた式の四則計算
・整式の加減，単項式の乗除の計算
・ 数量関係を文字を用いた式で表した
り式の意味を読み取ったりすること
・目的に応じた式の変形
・ 整式の加減，単項式の乗除の計算の
方法の考察と表現

・ 文字を用いた式の活用

連立二元一次方程式
・ 二元一次方程式とその解の意味
・ 連立二元一次方程式の必要性と意味
及びその解の意味
・ 連立二元一次方程式を解くこととそ
の活用

・ 連立二元一次方程式を解く方法の考
察と表現

平方根
・ 平方根の必要性と意味
・ 平方根を含む式の計算
・ 平方根を含む式の計算の方法の考察と表現
・ 平方根の活用

式の展開と因数分解
・ 単項式と多項式の乗法と除法の計算
・ 簡単な式の展開や因数分解
・ 式の展開や因数分解をする方法の考察と表
現
・ 文字を用いた式で数量関係をとらえること
二次方程式
・ 二次方程式の必要性と意味，その解の意味
・ 二次方程式を解くこと
・ 解の公式
・ 二次方程式を解く方法の考察と表現
・ 二次方程式の活用

数と式
・ 実数の意味
・ 簡単な無理数の四則計算
・ 集合と命題
・ 式の展開と因数分解
・ 一次不等式
・ 簡単な命題の証明
・ 一次不等式の活用
・ 分数が有限小数や循環小数
で表される仕組み

いろいろな式
・ 三次の乗法公式と因数分解
・ 多項式の除法と分数式の四
則計算
・ 複素数とその四則計算
・ 二次方程式の解の種類の判
別
・ 二次方程式の解と係数の関
係
・ 因数定理と高次方程式
・ 等式と不等式の証明
・ 方程式の活用

極限
・ 数列の極限
・ 無限級数の収束と発散
・ 無限級数の和
・ コンピュータの活用

数列
・ 等差数列と等比数列
・ いろいろな数列
・ 漸化式と数列
・ 数学的帰納法

Ｂ

図
形

平面図形
・ 基本的な作図の方法とその考察と表現
・ 図形の移動（平行移動，対称移動，
回転移動）
・ 基本的な作図や図形の移動の活用
空間図形
・ 空間における直線や平面の位置関係
・ 扇形の弧の長さと面積，基本的な柱
体や錐体，球の表面積と体積
・ 空間図形の構成と平面上での表現
・ 立体図形の表面積や体積の求め方の
考察と表現

平面図形と平行線の性質
・ 平行線と角の性質
・ 多角形の角の性質
図形の合同
・ 平面図形の合同の意味と三角形の合
同条件
・ 証明の必要性と意味及びその方法
・ 三角形や平行四辺形の基本的な性質
・ 三角形や平行四辺形の基本的な性質
の活用

図形の相似
・ 平面図形の相似の意味と三角形の相似条件
・ 相似比と面積比・体積比
・ 図形の基本的な性質
・ 平行線と線分の比
・ 相似な図形の性質の活用
円の性質
・ 円周角と中心角の関係とその証明
・ 円周角と中心角の関係の活用
三平方の定理
・ 三平方の定理の意味とその証明
・ 三平方の定理の活用

図形と計量（三角比）
・ 鋭角の三角比
・ 三角比の相互関係
・ 鈍角の三角比
・ 正弦定理・余弦定理
・ 三角比の活用

図形と方程式
・ 内分点・外分点
・ 二点間の距離
・ 直線や円の方程式
・ 軌跡
・ 不等式の表す領域
・ 図形の性質や位置関係の考
察

・ コンピュータの活用

図形の性質
・ 三角形の性質
・ 円の性質
・ 空間図形に関する基本的な
性質

・ 図形の性質や作図に対する
コンピュータの活用

ベクトル
・ 平面ベクトルとその演算
・ 平面ベクトルの内積
・ 空間座標と空間ベクトル

平面上の曲線と複素数平面
・ 放物線・楕円・双曲線
・ 媒介変数表示
・ 極座標と極方程式
・ 複素数平面と複素数の極形式
・ ド・モアブルの定理
・ コンピュータの活用

Ｃ

関
数

比例，反比例
・ 関数関係の意味
・ 比例，反比例の意味
・ 座標の意味
・ 比例，反比例を表すこと
・ 比例，反比例の特徴
・ 比例，反比例を用いた考察と表現

一次関数
・ 一次関数の関係
・ 一次関数の特徴
・ 二元一次方程式と関数
・ 一次関数を用いた考察と表現

関数 y=ax2

・ 関数 y=ax2の関係
・ 関数 y=ax2の特徴
・ いろいろな事象と関数
・ 関数 y=ax2を用いた考察と表現

二次関数
・ 二次関数のグラフの特徴
・ 二次関数の最大・最小
・ 二次方程式・二次不等式
・ コンピュータの活用
・ 二次関数の活用

指数関数・対数関数
・ 指数の拡張
・ 指数関数とそのグラフ
・ 対数の意味と基本的な性質
・ 対数関数とそのグラフ
・ 常用対数
三角関数
・ 一般角，弧度法
・ 三角関数とそのグラフ
・ 三角関数の基本的な性質
・ 三角関数の加法定理と合成
微分・積分の考え
・ 微分係数と導関数
・ 増減，極大・極小，グラフ
の概形
・ 不定積分と定積分
・ 面積

極限
・ 分数関数と無理関数
・ 合成関数と逆関数
・ 関数の値の極限
・ コンピュータの活用

微分法
・ 関数の連続性と微分可能性
・ 関数の和，差，積，商の導関数
・ 合成関数の導関数
・ 三角関数・指数関数・対数関数
の導関数

・ 接線の方程式，増減，極大・極小，
グラフの凹凸，グラフの概形

積分法
・ 積分とその基本的な性質
・ 置換積分法・部分積分法
・ 面積・体積・曲線の長さ

Ｄ

デ
ー
タ
の
活
用

資料の散らばりと代表値
・ ヒストグラムや相対度数などの必要
性と意味

・ コンピュータの活用
・ データの収集，分析，傾向の読み取り，
批判的な考察と判断

不確定な事象の起こりやすさ
・ 確率の必要性と意味（現行中 2から）
・ 不確定な事象の起こりやすさの傾向

データの分布
・ 四分位範囲や箱ひげ図の必要性と意
味

・ コンピュータの活用
・ 四分位範囲や箱ひげ図の活用
・ 批判的な考察と判断

確率
・ 場合の数を基にして得られる確率
・ 確率の求め方の考察と表現

標本調査
・ 標本調査の必要性と意味
・ コンピュータの活用
・ 標本調査の方法や結果の批判的な考察と表
現
・ 標本調査で母集団の傾向を推定し判断する
こと

データの分析
・ 分散，標準偏差，散布図，
相関係数

・ コンピュータの活用
・ 仮設検定の考え方
・ 複数の種類のデータの分析
とその傾向の把握
・ 主張の妥当性に対する批判
的な考察
・ 外れ値

場合の数と確率
・ 集合の要素の個数と数え上
げの原則
・ 順列・組合せ
・ 確率の意味と基本的な法則
・ 期待値
・ 独立な試行と確率
・ 条件付き確率

統計的な推測
・ 標本調査
・ 確率変数と確率分布
・ 二項分布と正規分布
・ 正規分布を用いた区間推
定及び仮説検定

・ コンピュータの活用
・ 信頼区間
・ 有意水準

数
学
的
活
動

ア 　日常の事象を数理的に捉え，数学
的に表現・処理し，問題を解決した
り，解決の過程や結果を振り返って
考察したりする活動
イ 　数学の事象から問題を見いだし解
決したり，解決の過程や結果を振り
返って統合的・発展的に考察したり
する活動
ウ 　数学的な表現を用いて筋道立てて
説明し伝え合う活動

ア 　日常の事象や社会の事象を数理的
に捉え，数学的に表現・処理し，問
題を解決したり，解決の過程や結果
を振り返って考察したりする活動

イ 　数学の事象から見通しをもって問
題を見いだし解決したり，解決の過
程や結果を振り返って統合的・発展
的に考察したりする活動

ウ 　数学的な表現を用いて論理的に説
明し伝え合う活動

ア 　日常の事象や社会の事象を数理的に捉
え，数学的に表現・処理し，問題を解決し
たり，解決の過程や結果を振り返って考察
したりする活動
イ 　数学の事象から見通しをもって問題を見
いだし解決したり，解決の過程や結果を振
り返って統合的・発展的に考察したりする
活動
ウ 　数学的な表現を用いて論理的に説明し伝
え合う活動

課題学習 課題学習 課題学習 数学と人間の活動
・ 数学の概念と人間の活動の
関わり

・ 数学史や数理的ゲーム，パ
ズル

・ 整数の約数や倍数
・ ユークリッドの互除法
・ 二進法
・ 平面や空間における座標の
考え方

数学と社会生活
・ 日常の事象や社会の事象
の数学化とその解決

・ 問題解決の過程や結果の
妥当性についての批判的
な考察

・ 散布図に表したデータの
処理

数学的な表現の工夫
・ 日常の事象や社会の事象を図，
表，統計グラフ，離散グラフ，
行列で表現し考察すること
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中数１年 中数２年 中数３年 数学Ⅰ　　　　　 数学Ⅱ 数学Ⅲ 数学Ａ 数学Ｂ 数学Ｃ

Ａ

数
と
式

正の数・負の数
・正負の数の必要性と意味
・正負の数の四則計算
・正負の数の活用
文字を用いた式
・文字を用いることの必要性と意味
・文字式の乗法と除法の表し方
・一次式の加法と減法の計算
・文字を用いた式に表すこと
・ 一次式の加法と減法の計算の方法の
考察と表現

一元一次方程式
・ 方程式の必要性と意味，その解の意
味
・一元一次方程式を解くこと
・等式の性質と一次方程式の解き方
・一元一次方程式の活用

文字を用いた式の四則計算
・整式の加減，単項式の乗除の計算
・ 数量関係を文字を用いた式で表した
り式の意味を読み取ったりすること
・目的に応じた式の変形
・ 整式の加減，単項式の乗除の計算の
方法の考察と表現
・ 文字を用いた式の活用

連立二元一次方程式
・ 二元一次方程式とその解の意味
・ 連立二元一次方程式の必要性と意味
及びその解の意味
・ 連立二元一次方程式を解くこととそ
の活用

・ 連立二元一次方程式を解く方法の考
察と表現

平方根
・ 平方根の必要性と意味
・ 平方根を含む式の計算
・ 平方根を含む式の計算の方法の考察と表現
・ 平方根の活用

式の展開と因数分解
・ 単項式と多項式の乗法と除法の計算
・ 簡単な式の展開や因数分解
・ 式の展開や因数分解をする方法の考察と表
現
・ 文字を用いた式で数量関係をとらえること
二次方程式
・ 二次方程式の必要性と意味，その解の意味
・ 二次方程式を解くこと
・ 解の公式
・ 二次方程式を解く方法の考察と表現
・ 二次方程式の活用

数と式
・ 実数の意味
・ 簡単な無理数の四則計算
・ 集合と命題
・ 式の展開と因数分解
・ 一次不等式
・ 簡単な命題の証明
・ 一次不等式の活用
・ 分数が有限小数や循環小数
で表される仕組み

いろいろな式
・ 三次の乗法公式と因数分解
・ 多項式の除法と分数式の四
則計算
・ 複素数とその四則計算
・ 二次方程式の解の種類の判
別
・ 二次方程式の解と係数の関
係
・ 因数定理と高次方程式
・ 等式と不等式の証明
・ 方程式の活用

極限
・ 数列の極限
・ 無限級数の収束と発散
・ 無限級数の和
・ コンピュータの活用

数列
・ 等差数列と等比数列
・ いろいろな数列
・ 漸化式と数列
・ 数学的帰納法

Ｂ

図
形

平面図形
・ 基本的な作図の方法とその考察と表現
・ 図形の移動（平行移動，対称移動，
回転移動）
・ 基本的な作図や図形の移動の活用
空間図形
・ 空間における直線や平面の位置関係
・ 扇形の弧の長さと面積，基本的な柱
体や錐体，球の表面積と体積
・ 空間図形の構成と平面上での表現
・ 立体図形の表面積や体積の求め方の
考察と表現

平面図形と平行線の性質
・ 平行線と角の性質
・ 多角形の角の性質
図形の合同
・ 平面図形の合同の意味と三角形の合
同条件
・ 証明の必要性と意味及びその方法
・ 三角形や平行四辺形の基本的な性質
・ 三角形や平行四辺形の基本的な性質
の活用

図形の相似
・ 平面図形の相似の意味と三角形の相似条件
・ 相似比と面積比・体積比
・ 図形の基本的な性質
・ 平行線と線分の比
・ 相似な図形の性質の活用
円の性質
・ 円周角と中心角の関係とその証明
・ 円周角と中心角の関係の活用
三平方の定理
・ 三平方の定理の意味とその証明
・ 三平方の定理の活用

図形と計量（三角比）
・ 鋭角の三角比
・ 三角比の相互関係
・ 鈍角の三角比
・ 正弦定理・余弦定理
・ 三角比の活用

図形と方程式
・ 内分点・外分点
・ 二点間の距離
・ 直線や円の方程式
・ 軌跡
・ 不等式の表す領域
・ 図形の性質や位置関係の考
察

・ コンピュータの活用

図形の性質
・ 三角形の性質
・ 円の性質
・ 空間図形に関する基本的な
性質

・ 図形の性質や作図に対する
コンピュータの活用

ベクトル
・ 平面ベクトルとその演算
・ 平面ベクトルの内積
・ 空間座標と空間ベクトル

平面上の曲線と複素数平面
・ 放物線・楕円・双曲線
・ 媒介変数表示
・ 極座標と極方程式
・ 複素数平面と複素数の極形式
・ ド・モアブルの定理
・ コンピュータの活用

Ｃ

関
数

比例，反比例
・ 関数関係の意味
・ 比例，反比例の意味
・ 座標の意味
・ 比例，反比例を表すこと
・ 比例，反比例の特徴
・ 比例，反比例を用いた考察と表現

一次関数
・ 一次関数の関係
・ 一次関数の特徴
・ 二元一次方程式と関数
・ 一次関数を用いた考察と表現

関数 y=ax2

・ 関数 y=ax2の関係
・ 関数 y=ax2の特徴
・ いろいろな事象と関数
・ 関数 y=ax2を用いた考察と表現

二次関数
・ 二次関数のグラフの特徴
・ 二次関数の最大・最小
・ 二次方程式・二次不等式
・ コンピュータの活用
・ 二次関数の活用

指数関数・対数関数
・ 指数の拡張
・ 指数関数とそのグラフ
・ 対数の意味と基本的な性質
・ 対数関数とそのグラフ
・ 常用対数
三角関数
・ 一般角，弧度法
・ 三角関数とそのグラフ
・ 三角関数の基本的な性質
・ 三角関数の加法定理と合成
微分・積分の考え
・ 微分係数と導関数
・ 増減，極大・極小，グラフ
の概形
・ 不定積分と定積分
・ 面積

極限
・ 分数関数と無理関数
・ 合成関数と逆関数
・ 関数の値の極限
・ コンピュータの活用

微分法
・ 関数の連続性と微分可能性
・ 関数の和，差，積，商の導関数
・ 合成関数の導関数
・ 三角関数・指数関数・対数関数
の導関数
・ 接線の方程式，増減，極大・極小，
グラフの凹凸，グラフの概形

積分法
・ 積分とその基本的な性質
・ 置換積分法・部分積分法
・ 面積・体積・曲線の長さ

Ｄ

デ
ー
タ
の
活
用

資料の散らばりと代表値
・ ヒストグラムや相対度数などの必要
性と意味

・ コンピュータの活用
・ データの収集，分析，傾向の読み取り，
批判的な考察と判断

不確定な事象の起こりやすさ
・ 確率の必要性と意味（現行中 2から）
・ 不確定な事象の起こりやすさの傾向

データの分布
・ 四分位範囲や箱ひげ図の必要性と意
味
・ コンピュータの活用
・ 四分位範囲や箱ひげ図の活用
・ 批判的な考察と判断

確率
・ 場合の数を基にして得られる確率
・ 確率の求め方の考察と表現

標本調査
・ 標本調査の必要性と意味
・ コンピュータの活用
・ 標本調査の方法や結果の批判的な考察と表
現
・ 標本調査で母集団の傾向を推定し判断する
こと

データの分析
・ 分散，標準偏差，散布図，
相関係数

・ コンピュータの活用
・ 仮設検定の考え方
・ 複数の種類のデータの分析
とその傾向の把握

・ 主張の妥当性に対する批判
的な考察

・ 外れ値

場合の数と確率
・ 集合の要素の個数と数え上
げの原則
・ 順列・組合せ
・ 確率の意味と基本的な法則
・ 期待値
・ 独立な試行と確率
・ 条件付き確率

統計的な推測
・ 標本調査
・ 確率変数と確率分布
・ 二項分布と正規分布
・ 正規分布を用いた区間推
定及び仮説検定

・ コンピュータの活用
・ 信頼区間
・ 有意水準

数
学
的
活
動

ア 　日常の事象を数理的に捉え，数学
的に表現・処理し，問題を解決した
り，解決の過程や結果を振り返って
考察したりする活動
イ 　数学の事象から問題を見いだし解
決したり，解決の過程や結果を振り
返って統合的・発展的に考察したり
する活動
ウ 　数学的な表現を用いて筋道立てて
説明し伝え合う活動

ア 　日常の事象や社会の事象を数理的
に捉え，数学的に表現・処理し，問
題を解決したり，解決の過程や結果
を振り返って考察したりする活動
イ 　数学の事象から見通しをもって問
題を見いだし解決したり，解決の過
程や結果を振り返って統合的・発展
的に考察したりする活動
ウ 　数学的な表現を用いて論理的に説
明し伝え合う活動

ア 　日常の事象や社会の事象を数理的に捉
え，数学的に表現・処理し，問題を解決し
たり，解決の過程や結果を振り返って考察
したりする活動

イ 　数学の事象から見通しをもって問題を見
いだし解決したり，解決の過程や結果を振
り返って統合的・発展的に考察したりする
活動

ウ 　数学的な表現を用いて論理的に説明し伝
え合う活動

課題学習 課題学習 課題学習 数学と人間の活動
・ 数学の概念と人間の活動の
関わり

・ 数学史や数理的ゲーム，パ
ズル

・ 整数の約数や倍数
・ ユークリッドの互除法
・ 二進法
・ 平面や空間における座標の
考え方

数学と社会生活
・ 日常の事象や社会の事象
の数学化とその解決
・ 問題解決の過程や結果の
妥当性についての批判的
な考察
・ 散布図に表したデータの
処理

数学的な表現の工夫
・ 日常の事象や社会の事象を図，
表，統計グラフ，離散グラフ，
行列で表現し考察すること
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7 理数探究の改訂ポイント

「理数」各科目のポイント

理数探究基礎

○ 探究の意義・過程の理解，実験・観察・調査の技能，分析する技能，結果を
まとめ発表する技能，課題を設定する力，数学的・科学的手法を用いて遂行
する力などの「基本的な」知識・技能・力を身につける

理 数 探 究

○ 探究の意義・過程の理解，実験・観察・調査の技能，分析する技能，結果を
まとめ発表する技能，課題を設定する力，数学的・科学的手法を用いて遂行
する知識・技能・力を身につける

◆理数探究基礎との違い
　 　「主体的に向き合い」「多角的，複合的に事象を捉え」「結果」→「成果」「グ
ループで課題設定」「意見交換や議論を通して，探究の質の向上」といった文
言が加わっている
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理 数 探 究 基 礎 １．目標　様々な事象に関わり，数学的な見方・考え方や理科の見方・考え方を組み合
わせるなどして働かせ，探究の過程を通して，課題を解決するために必要な基本的な資質・
能力を育成することを目指す。

⑴�　実施に当たっては，次のような事象等の探究の過程を通して，
内容に示す基本的な知識及び技能や思考力，判断力，表現力等
を身に付けるようにするものとする。

ア　自然事象や社会事象に関すること
イ　先端科学や学際的領域に関すること
ウ　自然環境に関すること
エ　科学技術に関すること
オ　数学的事象に関すること

⑵�　実施に当たっては，探究した結果について，報告書などを作
成させるものとする。

　様々な事象についての探究の過程を通して，次の事項を身に付
けることができるよう指導する。

ア�　次のような知識及び技能を身に付けること。
ア　探究の意義についての理解
イ　探究の過程についての理解
ウ　研究倫理についての理解
エ　観察，実験，調査等についての基本的な技能
オ　事象を分析するための基本的な技能
カ　探究した結果をまとめ，発表するための基本的な技能

イ�　次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。
ア　課題を設定するための基礎的な力
イ�　数学的な手法や科学的な手法などを用いて，探究の過程を遂
行する力

ウ�　探究した結果をまとめ，適切に表現する力

３．内容の取扱い２．内容

理 数 探 究 １．目標　様々な事象に関わり，数学的な見方・考え方や理科の見方・考え方を組み合
わせるなどして働かせ，探究の過程を通して，課題を解決するために必要な資質・能力
を育成することを目指す。

⑴�　実施に当たっては，次のような事象等の探究の過程を通して，
内容に示す知識及び技能や思考力，判断力，表現力等を身に付
けるようにするものとする。

ア　自然事象や社会的事象に関すること
イ　先端科学や学際的領域に関すること
ウ　自然環境に関すること
エ　科学技術に関すること
オ　数学的事象に関すること

⑵�　実施に当たっては，生徒の興味・関心，進路希望等に応じて，
⑴のアからオまでの中から，個人又はグループで適切な課題を
設定させるものとする。

⑶�　実施に当たっては，数学的な手法や科学的な手法などを用い
るものとする。

⑷�　実施に当たっては，探究の過程を振り返る機会を設け，意見
交換や議論を通して，探究の質の向上を図るものとする。

⑸�　実施に当たっては，探究の成果などについて，報告書を作成
させるものとする。

　様々な事象について，主体的に課題を設定し探究の過程を通し
て，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

ア　次のような知識及び技能を身に付けること。
ア　探究の意義についての理解
イ　探究の過程についての理解
ウ　研究倫理についての理解
エ　観察，実験，調査等についての技能
オ　事象を分析するための技能
カ　探究の成果などをまとめ，発表するための技能

イ　次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。
ア　多角的，複合的に事象を捉え，課題を設定する力
イ�　数学的な手法や科学的な手法などを用いて，探究の過程を遂
行する力

ウ　探究の過程を整理し，成果などを適切に表現する力

３．内容の取扱い２．内容
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高等学校学習指導要領の改訂のポイント

１．今回の改訂の基本的な考え方

３．各学校におけるカリキュラム・マネジメントの確立

４．教科・科目構成の見直し

○�　教育基本法，学校教育法などを踏まえ，これまでの我が国の学校教育の実践や蓄積を活かし，子供たちが未来社会を切り拓くため
の資質・能力を一層確実に育成。その際，子供たちに求められる資質・能力とは何かを社会と共有し，連携する「社会に開かれた教
育課程」を重視。

○�　知識及び技能の習得と思考力，判断力，表現力等の育成のバランスを重視する現行学習指導要領の枠組みや教育内容を維持した上
で，知識の理解の質をさらに高め，確かな学力を育成。

○�　高大接続改革という，高等学校教育を含む初等中等教育改革と，大学教育改革，そして両者をつなぐ大学入学者選抜改革の一体的
改革の中で実施される改訂。

○�　教科等の目標や内容を見渡し，特に学習の基盤となる資質・能力（言語能力，情報活用能力，問題発見・解決能力等）や現代的な
諸課題に対応して求められる資質・能力の育成のためには，教科等横断的な学習を充実する必要。また，「主体的・対話的で深い学び」
の充実には単元など数コマ程度の授業のまとまりの中で，習得・活用・探究のバランスを工夫することが重要。

○�　そのため，学校全体として，教育内容や時間の適切な配分，必要な人的・物的体制の確保，実施状況に基づく改善などを通して，
教育課程に基づく教育活動の質を向上させ，学習の効果の最大化を図るカリキュラム・マネジメントを確立。

○ 高等学校において育成を目指す資質・能力を踏まえつつ，教科・科目の構成を改善。

“ �国語科における科目の再編（「現代の国語」「言語文化」「論理国語」「文学国語」「国語表現」「古典探究」）， 　　　　　　‘·地理歴史科における「歴史総合」「地理総合」の新設，公民科における「公共」の新設、共通教科「理数」の新設　など

２．知識の理解の質を高め資質・能力を育む「主体的・対話的で深い学び」

　知・徳・体にわたる「生きる力」を子供たちに育むため，「何のために学ぶのか」という学習の意義を共有しながら，授業の創意工
夫や教科書等の教材の改善を引き出していけるよう，全ての教科等を，①知識及び技能，②思考力，判断力，表現力等，③学びに向か
う力，人間性等の３つの柱で再整理。

　選挙権年齢が１８歳以上に引き下げられ，生徒にとって政治や社会が一層身近なものとなっており，高等学校においては，社会で求
められる資質・能力を全ての生徒に育み，生涯にわたって探究を深める未来の創り手として送り出していくことがこれまで以上に求め
られる。
　そのため，主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善が必要。特に，生徒が各教科・科目等の特質に応じた見方・考え方を
働かせながら，知識を相互に関連付けてより深く理解したり，情報を精査して考えを形成したり，問題を見いだして解決策を考えたり，
思いや考えを基に創造したりすることに向かう過程を重視した学習の充実が必要。

“ �情報を的確に理解し効果的に表現する，社会的事象について資料に基づき考察する，日常の事象や社会の事象を数理的に捉える，自然の事物・‘·現象を観察・実験を通じて科学的な概念を使用して探究する　など

   「何ができるようになるか」を明確化

   主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

５．教育内容の主な改善事項

・科目の特性に応じた語彙の確実な習得，主張と論拠の関係や推論の仕方など，情報を的確に理解し効果的に表現する力の育成（国語）
・�学習の基盤としての各教科等における言語活動（自らの考えを表現して議論すること，観察や調査などの過程と結果を整理し報告書
にまとめること　など）の充実（総則，各教科等）

   言語能力の確実な育成

・�理数を学ぶことの有用性の実感や理数への関心を高める観点から，日常生活や社会との関連を重視（数学，理科）するとともに，見
通しをもった観察，実験を行うことなどの科学的に探究する学習活動の充実（理科）などの充実により学習の質を向上

・�必要なデータを収集・分析し，その傾向を踏まえて課題を解決するための統計教育を充実（数学）
・�将来，学術研究を通じた知の創出をもたらすことができる創造性豊かな人材の育成を目指し，新たな探究的科目として，「理数探究
基礎」及び「理数探究」を新設（理数）

   理数教育の充実

8 
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・�我が国の言語文化に対する理解を深める学習の充実（国語「言語文化」「文学国語」「古典探究」）
・�政治や経済，社会の変化との関係に着目した我が国の文化の特色（地理歴史），我が国の先人の取組や知恵（公民），武道の充実（保
健体育），和食，和服及び和室など，日本の伝統的な生活文化の継承・創造に関する内容の充実（家庭）

   伝統や文化に関する教育の充実

・�各学校において，校長のリーダーシップの下，道徳教育推進教師を中心に，全ての教師が協力して道徳教育を展開することを新たに
規定（総則）

・�公民の「公共」，「倫理」，特別活動が，人間としての在り方生き方に関する中核的な指導の場面であることを明記（総則）

   道徳教育の充実

・�統合的な言語活動を通して「聞くこと」「読むこと」「話すこと［やり取り・発表］」「書くこと」の力をバランスよく育成するための
科目（「英語コミュニケーションⅠ，Ⅱ，Ⅲ」）や，発信力の強化に特化した科目を新設（「論理・表現Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ」）

・�小・中・高等学校一貫した学びを重視して外国語能力の向上を図る目標を設定し，目的や場面，状況などに応じて外国語でコミュニ
ケーションを図る力を着実に育成

   外国語教育の充実

・�就業体験等を通じた望ましい勤労観，職業観の育成（総則），職業人に求められる倫理観に関する指導（職業教育に関する各専門教科）
・�地域や社会の発展を担う職業人を育成するため，社会や産業の変化の状況等を踏まえ，持続可能な社会の構築，情報化の一層の進展，
グローバル化などへの対応の視点から各教科の教育内容を改善

・�産業界で求められる人材を育成するため，「船舶工学」（工業），「観光ビジネス」（商業），「総合調理実習」（専門家庭），「情報セキュ
リティ」（専門情報），「メディアとサービス」（専門情報）を新設

　※職業教育の充実に当たっては，必要な施設・設備の計画的な整備を促していく。

   職業教育の充実

○初等中等教育の一貫した学びの充実
・�必要な資質・能力を身に付けるため，中学校との円滑な接続や，高等学校卒業以降の教育や職業との円滑な接続について明記（総則）

○主権者教育，消費者教育，防災・安全教育などの充実
・�政治参加と公正な世論の形成，政党政治や選挙，主権者としての政治参加の在り方についての考察（公民），主体的なホームルーム活動，
生徒会活動（特別活動）

・�財政及び租税の役割，少子高齢社会における社会保障の充実・安定化，職業選択，起業，雇用と労働問題，仕事と生活の調和と労働
保護立法，金融を通した経済活動の活性化，国連における持続可能な開発のための取組（公民）

・�多様な契約，消費者の権利と責任，消費者保護の仕組み（公民，家庭）
・�世界の自然災害や防災対策（地理歴史），防災と安全・安心な社会の実現（公民），安全・防災や環境に配慮した住生活の工夫（家庭）
・�高齢者の尊厳と介護についての理解（認知症含む），生活支援に関する技能（家庭）
・�オリンピックやパラリンピック等の国際大会は，国際親善や世界平和に大きな役割を果たしていること，共生社会の実現にも寄与し
ていることなど，スポーツの意義や役割の理解（保健体育），障害者理解・心のバリアフリーのための交流（総則，特別活動）
・�我が国の領土等国土に関する指導の充実（地理歴史，公民）

○情報教育（プログラミング教育を含む）
・�情報科の科目を再編し，全ての生徒が履修する「情報Ⅰ」を新設することにより，プログラミング，ネットワーク（情報セキュリティ
を含む）やデータベース（データ活用）の基礎等の内容を必修化（情報）

・�データサイエンス等に関する内容を大幅に充実（情報）
・�コンピュータ等を活用した学習活動の充実（各教科等）

○部活動
・�教育課程外の学校教育活動として教育課程との関連の留意，社会教育関係団体等との連携による持続可能な運営体制（総則）

○子供たちの発達の支援
　（キャリア教育，障害に応じた指導，日本語の能力等に応じた指導，不登校等）
・�社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる資質・能力を身に付けていくことができるよう，特別活動を要としつつ各教科・科目
等の特質に応じて，キャリア教育の充実を図ることを明記（総則）

・�通級による指導における個別の指導計画等の全員作成，各教科等における学習上の困難に応じた指導の工夫（総則，各教科等）
・日本語の習得に困難のある生徒への配慮や不登校の生徒への教育課程について新たに規定（総則）

   その他の重要事項
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⓫ 高等学校の各学科に共通する教科・科目等及び標準単位数
〔改訂後〕

教科 科目 標準
単位数

必履修
科目

国語

現代の国語
言語文化
論理国語
文学国語
国語表現
古典探究

2
2
4
4
4
4

○
○

地理
歴史

地理総合
地理探究
歴史総合
日本史探究
世界史探究

2
3
2
3
3

○

○

公民
公共
倫理
政治・経済

2
2
2

○

数学

数学Ⅰ
数学Ⅱ
数学Ⅲ
数学Ａ
数学Ｂ
数学Ｃ

3
4
3
2
2
2

○２単位まで減可

理科

科学と人間生活
物理基礎
物理
化学基礎
化学
生物基礎
生物
地学基礎
地学

2
2
4
2
4
2
4
2
4

 「科学と人
間生活」を
含む２科目
　又は
基礎を付し
た科目を３
科目

保健
体育

体育
保健

7～8
2

○
○

芸術

音楽Ⅰ
音楽Ⅱ
音楽Ⅲ
美術Ⅰ
美術Ⅱ
美術Ⅲ
工芸Ⅰ
工芸Ⅱ
工芸Ⅲ
書道Ⅰ
書道Ⅱ
書道Ⅲ

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

○

外国語

英語コミュニケーションⅠ
英語コミュニケーションⅡ
英語コミュニケーションⅢ
論理・表現Ⅰ
論理・表現Ⅱ
論理・表現Ⅲ

3
4
4
2
2
2

○２単位まで減可

家庭
家庭基礎
家庭総合

2
4 ○

情報 情報Ⅰ
情報Ⅱ

2
2

○

理数 理数探究基礎
理数探究

1
2～5

総合的な探究の時間 3～6 ○２単位まで減可

〔現　行〕
教科 科目 標準

単位数
必履修
科目

国語

国語総合
国語表現
現代文Ａ
現代文Ｂ
古典Ａ
古典Ｂ

4
3
2
4
2
4

○２単位まで減可

地理
歴史

世界史Ａ
世界史Ｂ
日本史Ａ
日本史Ｂ
地理Ａ
地理Ｂ

2
4
2
4
2
4

○

○

公民
現代社会
倫理
政治・経済

2
2
2

｢現代社会｣又は
｢倫理｣・｢政治・
経済｣

数学

数学Ⅰ
数学Ⅱ
数学Ⅲ
数学Ａ
数学Ｂ
数学活用

3
4
5
2
2
2

○２単位まで減可

理科

科学と人間生活
物理基礎
物理
化学基礎
化学
生物基礎
生物
地学基礎
地学
理科課題研究

2
2
4
2
4
2
4
2
4
1

 「科学と人
間生活」を
含む２科目
　又は
基礎を付し
た科目を３
科目

保健
体育

体育
保健

7～8
2

○
○

芸術

音楽Ⅰ
音楽Ⅱ
音楽Ⅲ
美術Ⅰ
美術Ⅱ
美術Ⅲ
工芸Ⅰ
工芸Ⅱ
工芸Ⅲ
書道Ⅰ
書道Ⅱ
書道Ⅲ

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

○

外国語

コミュニケーション英語基礎
コミュニケーション英語Ⅰ
コミュニケーション英語Ⅱ
コミュニケーション英語Ⅲ
英語表現Ⅰ
英語表現Ⅱ
英語会話

2
3
4
4
2
4
2

○２単位まで減可

家庭
家庭基礎
家庭総合
生活デザイン

2
4
4

○

情報 社会と情報
情報の科学

2
2

○

総合的な学習の時間 3～6 ○２単位まで減可

必履修科目を変更した教科
科目構成を変更した箇所　　




